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法
技
術
は
古
典
期
ロ
ー
マ
法
に
特
有
の
も
の
で
は
な
く
、

い
わ
ゆ
る
家
族
世

ロ
ー
マ
相
続
法
の
基
本
的
な
仕
組
み
（
包
括
承
継
主
義
や
遺
言
制
度
な
ど
）
を

も
な
っ
て
い
る
。

古
典
期
ロ
ー
マ
法
上
、
物
の
所
有
権
が
制
限
さ
れ
る
例
は
数
多
く
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
私
法
上
の
所
有
権
譲
渡
の
禁
止

(2) 

が
遺
百
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
本
稿
は
、
遺
言
に
よ
る
譲
渡
禁
止
に
焦
点
を
定
め
、
学
説
彙
纂

D
i
g
e
s
t
a
三
O・

――

四
・
―

四
（
マ
ル
キ
ア
ー
ヌ
ス
『
法
学
提
要
』
八
巻
）
（
後
出
【

09
】
)
の
釈
義
を
行
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
同
法
文
は
遺
言
に
よ
る
譲
渡
禁

止
の
許
容
性
や
そ
の
効
力
を
論
じ
て
お
り
、
こ
の
問
題
を
考
察
す
る
上
で
要
と
な
る
史
料
を
提
供
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
理
解
は
必
ず
し

も
一
致
し
た
も
の
で
は
な
く
、
再
検
討
の
余
地
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

(3) 

こ
の
作
業
は
、
古
典
期
ロ
ー
マ
法
に
お
け
る
「
家
族
の
た
め
に
遺
さ
れ
る
信
託
遺
贈

f
i
d
e
i
c
o
m
m
i
s
s
u
m
q
u
o
d
 familiae r
e
l
m
q
u
i
t
u
r
」

(
4
)
 

（
以
下
「
家
族
信
託
遺
贈
」
と
呼
ぶ
。
）
の
考
察
の
一
部
を
な
す
。
と
い
う
の
も
、
家
族
信
託
遺
贈
に
は
、

言
者
の
指
定
相
続
人
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。
）
に
対
し
、
信
託
遺
贈
目
的
物
（
農
場

f
u
n
d
u
s
な
ど
）
の
譲
渡
を
禁
止
す
る
旨
の
定
め
が
組
み

込
ま
れ
て
お
り
、
他
方
で
、
遺
言
に
よ
る
譲
渡
禁
止
に
関
す
る
学
説
彙
纂
法
文
の
大
半
は
、
家
族
信
託
遺
贈
関
連
法
文
で
も
あ
る
か
ら
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
遺
言
に
よ
る
譲
渡
禁
止
は
家
族
侶
託
遺
贈
と
表
裏
一
体
を
な
す
と
と
も
に
、
家
族
信
託
遺
贈
の
際
だ
っ
た
特
徴
と

筆
者
に
と
っ
て
家
族
信
託
遺
贈
は
極
め
て
興
味
深
い
。
何
故
な
ら
、
こ
の
制
度
が
、
被
相
続
人
が
遺
言
を
通
じ
て
、
次
世
代
の
み
な
ら

ず
そ
の
後
の
世
代
に
わ
た
り
、
自
ら
の
財
産
の
承
継
人
の
決
定
等
に
影
響
を
及
ぽ
す
可
能
性
を
有
す
る
か
ら
で
あ
る
。
か
よ
う
な
種
類
の

継
受
し
た
法
秩
序
に
お
い
て
は
、
様
々
な
時
代
状
況
を
背
景
と
し
て
履
々
出
現
す
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

(5) 

で
は
、
古
典
期
か
ら
ユ
ー
ス
テ
ィ
ー
ニ
ア
ー
ヌ
ス
帝
法
期
に
蓄
積
さ
れ
た
家
族
信
託
遺
贈
関
連
法
文
を
素
材
と
し
て
、

一
方
で
、
信
託
遺
贈
義
務
者
（
遺

は
じ
め
に
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あ
る
こ
と
は
、
肝
に
銘
じ
て
お
き
た
い
。 (

6
)

(

7

)

 

襲
財
産
F
a
m
ili
enfi
d
e
iko
m
m
is
s
制
度
が
展
開
し
、
特
に
三
十
年
戦
争
以
後
、
下
級
貴
族
の
間
で
盛
ん
に
利
用
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま

た
、
現
行
法
に
お
い
て
も
、
ド
イ
ツ
で
は
後
位
相
続
Z
a
c
h
e
rb
s
c
h
a
ft
制
度

（ド
イ
ツ
民
法
典
ニ―

0
0
条
以
下
）
が
頻
繁
に
利
用
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
二

0
0
六
年
の
民
法
改
正
の
際
に
段
階
的
恵
与
li
b
e
r
alites
g
r
a
d
u
e
l
l
e
s
 (
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
一

0
四
八
条

(8
)
 

以
下
）
が
認
め
ら
れ
、
継
伝
処
分
s
u
b
s
t
i
t
u
ti
o
n
fidei
c
o
m
m
is
s
a
ir
e
が
事
実
上
承
認
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
さ
ら
に
、
わ
が
国
で
も
、
近
時
、

(9
)

（

10) 

後
継
ぎ
遺
贈
の
民
法
上
の
可
否
が
激
し
く
議
論
さ
れ
る
と
と
も
に
、
信
託
法
に
お

い
て
後
継
ぎ
遺
贈
型
受
益
者
連
続
信
託

（九

一
条
）
が

こ
の
よ
う
に
、
被
相
続
人
が
遺
言
を
通
じ
て
自
ら
の
財
産
の
運
命
を
、
そ
の
死
後
も
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
続
け
る
こ
と
を
認
め
る
傾
向
は
、

世
界
的
潮
流
と
も
な

っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
傾
向
は
、
被
相
続
人
の
死
後
、
そ
の
財
産
を
i

例
え
ば
、
後
継
ぎ
遺
贈
で
あ

(JI
)
 

れ
ば
、
遺
さ
れ
た
者
の
生
活
保
障
や
家
業
維
持
等
の
た
め
に
i

適
切
に
分
配
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
も
の
と
し
て
、
被
相
続
人
の
二

ー
ズ
に
応
え
る
も
の
で
も
あ
る
だ
ろ
う
（
法
実
務
家
や
金
融
機
関
に
と
っ
て
は
ビ
ジ
ネ
ス

・
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
る
）
。
し
か
し
な
が
ら
、
被

相
続
人
の
遺
言
処
分
の
可
能
性
を
右
の
よ
う
な
方
向
で
拡
げ
る
こ
と
は
、
そ
の
財
産
の
承
継
人
（
相
続
人
や
受
遺
者
）
の
権
利
を
制
限
す

る
こ
と
に
も
な
る
の
で
、
慎
重
な
検
討
が
必
要
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。

古
典
期
ロ
ー

マ
法
に
お
け
る
家
族
信
託
遺
贈
（
や
そ
の
背
景
に
あ
る

su
b
st
itu
tio
fid
e
ic
o
m
m
is
s
a
r
ia

〔後
出
〕）

は
、
前
々
段
に
掲
げ

た
諸
制
度
の
沿
革
と
し
て
言
及
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
具
体
的
な
姿
の
検
討
は
、
十
分
に
行
わ
れ
て
き
た

(12) 

と
は
言
い
が
た
く
、
本
稿
に
も
若
干
の
意
味
は
認
め
ら
れ
よ
う
。
と
は
い
え
、
こ
の
小
稿
で
正
面
か
ら
右
の
検
討
を
行
う
こ
と
は
で
き
な

い
。
そ
こ
で
、
今
後
の
考
察
の
手
が
か
り
を
つ
か
む
た
め
に
、
右
マ
ル
キ
ア
ー
ヌ
ス
法
文
を
中
心
に
、
い
く
つ
か
の
重
要
法
文
の
釈
義
を

行
う
こ
と
と
し
た
。
そ
の
際
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
家
族
信
託
遺
贈
は
、
古
典
期
ロ

ー
マ
法
特
有
の
事
情
の
下
で
生
じ
て
き
た
も
の
で

認
め
ら
れ
る
な
ど
、
大
き
な
動
き
が
あ
る
。
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な
お
、
本
稿
に
お
い
て
、
法
文
の
テ
ク
ス
ト
お
よ
び
試
訳
に
お
け
る
丸
数
字
・
傍
線
は
筆
者
が
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
試
訳
に

遺
言
に
よ
る
譲
渡
禁
止
と
家
族
信
託
遺
贈
|
|
問
題
の
所
在

遺
言
に
よ
る
譲
渡
禁
止
は
家
族
信
託
遺
贈
と
密
接
な
関
連
を
も
つ
。
そ
れ
故
、
前
者
を
論
じ
る
に
は
後
者
も
十
分
に
考
慮
す
る
必

要
が
あ
る
。
し
か
し
、
後
者
は
そ
れ
自
体
複
雑
な
仕
組
み
を
有
す
る
。
そ
こ
で
、
説
明
の
便
宜
の
た
め
に
、
ま
ず
、
家
族
信
託
遺
贈
の
代

(13) 

家
族
信
託
遺
贈
に
は
、
文
言
の
系
統
の
異
な
る
二
つ
の
類
型
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
第

一
の
類
型
は
、
親
・
子
・
孫
ま
た
は

兄
・
弟
な
ど
の
家
族
関
係
を
前
提
と
し
て
、
遺
言
者
が
信
託
遺
贈
義
務
者

(
11
指
定
相
続
人
）
に
対
し
、
農
場
な
ど
の
特
定
財
産
の
第
三

者
へ
の
譲
渡
を
禁
止
す
る
と
と
も
に
、
当
該
特
定
財
産
を

「家
族
の
中
に
遺
す
in
famili
a
 re
lin
q
u
ereJ
よ
う
求
め
る
も
の
で
あ
る

（後

出
【
01
】
-06
】
参
照
）
。
第
一
一
の
類
型
は
、
多
く
の
場
合
保
護
者
と
被
解
放
者
と
い
う
身
分
関
係
を
前
提
と
し
て
、
遺
言
者
が
信
託
遺
贈

義
務
者
（
指
定
相
続
人
ま
た
は
受
遺
者
で
あ
る
被
解
放
者
で
あ
る
こ
と
が
多
い
）
に
対
し
、
農
場
な
ど
の
特
定
財
産
を
、
例
え
ば
、

「私
(
II

遺
言
者
）
の
名
前
〔
を
も
つ
者
〕
か
ら
出
す
こ
と
を
禁
じ
る

d
e
n
o
m
i
n
e
 m
e
o
r
u
m
 exire u
eto
」
と
と
も
に
、
こ
れ
を
出
捐
さ
せ
る
も
の

(14
)
 

で
あ
る
。

(15
)
 

本
稿
で
は
検
討
の
対
象
を
前
者
に
限
定
す
る
。
両
者
間
に
お
け
る
社
会
的
機
能
の
相
違
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
同
列
に
論
じ
る
と

表
例
を
紹
介
し
た
い
。

お
け
る
亀
甲
括
弧
内
の
文
言
は
筆
者
に
よ
る
補
足
で
あ
る
。

(＝-
）
、
最
後
に
、
今
後
の
課
題
を
設
定
す
る

（四
）。

の
所
在
を
提
示
す
る

（
二
）。

次
い
で
、
学
説
彙
纂
三
〇

一
四

・
一
四

（
マ
ル
キ
ア
ー
ヌ
ス

「法
学
提
要
」
八
巻
）
の
釈
義
を
行
い

本
稿
の
構
成
は
次
の
と
お
り
と
な
る
。
ま
ず
、

家
族
信
託
遺
贈
の
典
型
例
を
示
し
た
と
み
ら
れ
る
諸
法
文
を
紹
介
し
つ
つ
、
問
題
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議
論
の
混
乱
を
招
き
か
ね
な
い
か
ら
で
あ
る
。
後
者
に
つ
い
て
は
今
後
の
検
討
課
題
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

ま
ず
検
討
す
る
の
は
、
家
族
信
託
遺
贈
の
典
型
例
を
示
し
た
と
み
ら
れ
る
法
文
で
あ
る
。
後
に
示
す
と
お
り
、
遺
言
に
よ
る
譲

『
法
学
大
全
』

【01
】
説
彙
纂
三
五
・
ニ
・
五
四
（
マ
ル
ケ
ッ
ル
ス

父
親
が
息
子
か
ら
出
た
三
人
の
孫
を
有
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
息
子
を
相
続
人
に
指
定
し
て
、

①
農
場
を
譲
渡
し
な
い
こ
と
、
お
よ

び、

②
そ
の
農
場
を
《
家
族
》
の
中
に
遺
す
こ
と
を
、
息
子
の
信
義
に
委
ね
た

（
第
一
五
項
）
に
お
い
て
勅
答
に
よ
っ
て
承
認

(fi
dei 

[…]c
o
m
m
i
s
it. 
n
e
 f
u
n
d
u
m
 alienaret et u
t
 in 

f
a
m
i
lt
a
 e
u
m
 re
lin
q
u
e
r
e
t
)
。
死
亡
し
た
息
子
は
三
人
の
息
子
た
ち
〔
lI
孫
た
ち
〕
が
相
続
人
で
あ
る
と
書
い
た
。〔
孫
た
ち
〕
各
人

が
、
ち
ょ
う
ど
あ
た
か
も
債
権
者
で
あ
る
か
の
よ
う
に
、
フ
ァ
ル
キ
デ
ィ
ウ
ス
法
の
計
算
に
お
い
て
何
か
を
差
し
引
く
こ
と
が
で
き
る

の
か
ど
う
か
、
が
問
題
と
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
父
親
〔
II
息
子
〕
は
、
彼
ら
〔
＂
孫
た
ち
〕

の
う
ち
の
誰
か
に
優
遇

し
た
も
の
を
遺
す
権
限
を
有
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
理
由
で
は
、
何
人
も
フ
ァ
ル
キ
デ
ィ
ウ
ス
の
計
算
に
お
い
て
何

(17
)
 

か
を
差
し
引
く
も
の
で
は
な
い
。
何
故
な
ら
、

：・：・

家
族
構
成
は
父
親
A
、
息
子
B‘

孫
C
l
I
C
J
三
人
で
あ
る
。

渡
禁
止
関
連
法
文
の
中
で
は
初
期
に
現
れ
た
も
の
で
あ
る
。

'
,
'
 

二
＿99
 

A
が
遺
言
を
作
成
し
て
、

(16) 

一
五
巻
）

B
を
相
続
人
に
指
定
す
る
と
と
も
に
、

B
に
対

し
相
続
財
産
中
の
農
場
を
第
三
者
に
譲
渡
し
な
い
こ
と
（
傍
線
①）
、
お
よ
び
、
そ
の
農
場
を
「
《
家
族
》
の
中
に
遺
す
in
f
a
m
i
lia
 [：
.
]
 

r
e
lin
q
u
e
r
e
t
」
こ
と
（
傍
線
②）

を
内
容
と
す
る
信
託
遺
贈
の
義
務
を
負
わ
せ
た
。
B
は
C
l
¥
0を
相
続
人
に
指
定
し
て
死
亡
し
た
。
Cl

¥
0
が
相
続
人
と
な
っ
た
が
、
彼
ら
が

B
か
ら
死
亡
を
原
因
と
し
て
取
得
し
た
財
産
は
相
等
し
い
も
の
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
な
お、

【01
】
と
同
一
の
家
族
構
成
の
も
と
で
行
わ
れ
た
同
一
文
言
の
信
託
遺
贈
が
、
後
出

【09
】
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し
を
求
め
う
る
こ
と
に
な
る
。

さ
れ
る
に
至
る
。
既
に
マ
ル
ケ
ッ
ル
ス
の
時
代
に
家
族
信
託
遺
贈
の
完
成
形
の

―
つ
が
示
さ
れ
て
い
た
こ
と
と
な
り
、
注
目
さ
れ
る
。

(18) 

□
こ
の
信
託
遺
贈
は
如
何
な
る
趣
旨
で
あ
ろ
う
か
。
alienare
(
譲
渡
）
は
、
存
命
者
間
で
行
わ
れ
る
所
有
権
の
移
転
で
あ
る
。
傍
線

①
は
、
遺
言
者
が
信
託
遺
贈
義
務
者

(
11
指
定
相
続
人
）
に
対
し
、
信
託
遺
贈
目
的
物
の
売
却
等
を
禁
止
す
る
趣
旨
の
文
言
で
あ
る
と
解

さ
れ
る
。
本
稿
で
は
、
か
よ
う
な
文
言
を

「譲
渡
禁
止
文
言
」
、
か
よ
う
な
遺
言
者
の
遺
言
上
の
指
示
を

「譲
渡
禁
止
の
定
め
」
と
そ
れ
ぞ

れ
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
譲
渡
禁
止
文
言

（傍
線
①
）
と
次
の
出
捐
文
言

（
傍
線
②
）

傍
線
②
は
侶
託
遺
贈
に
よ
る
出
捐
の
文
言
で
あ
る
。
フ
ァ
ミ
リ
ア

fam1lia
は
、
人
的
関
係
（
家
族
）
と
物
的
関
係
（
家
産
・
家
財
産
）

(19
)
 

の
い
ず
れ
も
意
味
し
う
る
の
で
、

in
familia re
li
n
q
u
e
r
e
は
、
目
的
物
を
「
家
財
産
の
中
に
と
ど
め
て
お
く
」
と
理
解
で
き
な
い
わ
け
で

味
す
る
も
の
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
換
言
す
る
と
、

の
双
方
が
、
文
法
的
に
み
て
、
信
託
遺
贈
の
内
容
を

は
な
い
。
し
か
し
、

r
e
l
m
q
u
e
r
e
(
遺
す
）
に
は
、
あ
る
者
に
相
続
人
指
定
、
遺
贈
、
信
託
遺
贈
な
ど
に
よ
っ
て
財
産
等
を
承
継
さ
せ
る
と

(20) 

い
う
法
学
的
意
味
も
あ
る
。
ま
た
、

【01
】
と
ほ
ぼ
同
一
文
言
の
信
託
遣
贈
を
取
り
扱
う
後
出

【06
】
で
は
、
フ
ァ
ミ
リ
ア
は
明
ら
か
に
人

的
関
係
（
家
族
）
を
指
し
て
い
る
。
家
族
集
団
そ
れ
自
体
は
権
利
主
体
に
は
な
ら
な
い
の
で
、

【01
】
の
フ
ァ
ミ
リ
ア
は
そ
の
構
成
員
を
意

フ
ァ
ミ
リ
ア
は
信
託
遺
贈
受
遺
者
の
範
囲
を
示
す
も
の
と
解
す
べ
き
こ
と
と

な
る

（次
段
⑰
参
照
。
こ
の
よ
う
な
意
味
の
フ
ァ
ミ
リ
ア
を
以
下
、
《
家
族
》
と
表
記
す
る
）
。
そ
う
す
る
と
、
傍
線
②
の
出
捐
は
、
遺
言

者
が
、
侶
託
遺
贈
義
務
者
に
対
し
、
国

《
家
族
》

に
属
す
る
人
物
の
中
か
ら
同
受
遺
者
を
選
定
す
る
こ
と
、
お
よ
び
、
向
上
記
固
で
選
定

さ
れ
た
同
受
遺
者
に
、
同
義
務
者
の
死
亡
時
に
そ
の
死
亡
を
原
因
と
し
て
同
目
的
物
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
も
の
と
解
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
信
託
遺
贈
義
務
者
に
よ
っ
て
選
定
さ
れ
た
同
受
遺
者
は
、
同
義
務
者
の
相
続
人
に
対
し
、
同
目
的
物
の
引
渡

そ
れ
で
は
、
信
託
遺
贈
に
よ
る
傍
線
②
の
如
き
出
捐
は
許
さ
れ
る
の
か
。
次
の
三
つ
の
前
提
問
題
が
ク
リ
ア
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

構
成
し
て
い
る
こ
と
に
も
注
意
し
て
お
き
た
い
。
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め
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
理
は
、
次
の

(22) 

E

第

一
の
前
提
問
題
は
、
不
確
定
人

p
e
r
s
o
n
a
e
m
c
e
r
t
a
e
の
た
め
に
し
た
信
託
遺
贈
の
効
力
如
何
で
あ
る
。

(23
)
 

時
代
の
後
一
六
一
年
頃
成
立
し
た
と
推
測
さ
れ
る
ガ
ー
イ
ウ
ス

(24
)
 

『法
学
提
要
』
ニ

・
ニ
三
八

【

02
】
ガ
ー
イ
ウ
ス

不
確
定
人
の
た
め
に
遺
さ
れ
た
遺
贈
は
無
効
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
遺
言
者
が
不
確
定
な
意
図
に
よ
っ
て
自
ら
の
意
思
に
付
加
し
た

者
は
、
不
確
定
人
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
。
例
え
ば
、

③「
私
の
相
続
人
は
、
私
の
葬
儀
に
最
初
に
来
た
者
の
た
め
に、

べ
し
」
と
い
う
よ
う
に
遺
贈
さ
れ
た
場
合
で
あ
る
。
同
じ
法
が
妥
当
す
る
の
は
、
「私
の
葬
俄
に
来
た
者
は
誰
で
あ
っ
て
も
」
、

一
万
金
を
与
え
る

に
す
べ
て
の
者
の
た
め
に
遺
贈
し
た
場
合
で
あ
る
。
「
私
の
相
続
人
は
、
私
の
息
子
に
自
分
の
娘
を
め
あ
わ
せ
た
者
は
誰
で
あ

っ
て
も
、

そ
の
者
の
た
め
に
一
万
金
を
与
え
る
べ
し
」
と
い
う
よ
う
に
遺
さ
れ
た
場
合
も
、
同
一
の
関
係
に
あ
る
。「
遺
言
が
書
か
れ
た
後
の
最
初

の
執
政
官
に
選
ば
れ
た
者
」
と
い
う
よ
う
に
遺
さ
れ
た
場
合
も
、
〔
同

一
の
関
係
に
〕
あ
り
、
不
確
定
人
の
た
め
に
遺
贈
さ
れ
た
よ
う
に

み
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
同
じ
よ
う
な
類
例
は
他
に
多
数
あ
る
。
し
か
し
、
確
定
的
な
表
示
が
な
さ
れ
れ
ば
、
不
確
定
人
の
た
め
に
正
し

(21) 、
。
＞̀ 

一
万
金
を
与
え
る
べ
し
」。

く
遺
贈
さ
れ
る
。
例
え
ば
、

④
「
私
の
相
続
人
は
、
現
在
存
命
の
私
の
血
族
の
う
ち
で

S
V
N
T
)
、
私
の
葬
儀
に
最
初
に
来
た
者
の
た
め
に
、

不
確
定
人
を
受
遺
者
と
す
る
債
権
遺
贈

le
g
a
t
u
m
p
e
r
 d
a
m
n
at
i
o
n
e
m
は
、
そ
の
効
力
を
認
め
ら
れ
な
い
の
を
原
則
と
す
る
。
し
か

し
、
ガ
ー
イ
ウ
ス
の
時
代
に
は
、
確
定
的
な
集
団
の
う
ち
の
誰
か
を
受
遺
者
と
す
る
と
き
は
、
右
の
原
則
は
妥
当
せ
ず
、
そ
の
効
力
が
認

(25
)
 

【

03
】
が
示
す
よ
う
に
、
不
確
定
人
の
相
続
人
指
定
に
妥
当
す
る
と
と
も
に
、
従
前
か
よ
う
な
制
限

『
法
学
提
要
』

(E
X
 C
O
G
N
A
 
T
I
S
 M
E
IS Q
V
I
 N
V
N
C
 

は
次
の
法
文
を
伝
え
る
。

几
又
勺
J

一
舟

B

マ
ル
ケ

ッ
ル
ス
と
同



(194) 神奈川法学第49巻第 1・2・3合併号 2017年 194 

は
直
接
言
及
し
て
い
な
い
。

義
的
に
明
確
な
概
念
で
は
な
い
。
し
か
し
、

【02
一
傍
線
③
④
の
文
言
を
比
較
す
る
と
、
血
族
関
係

c
o
g
n
a
t
io
は
、
「
現
在
存
命
の

q
u
i

n
u
n
c
 s
u
n
t
」
と
い
う
要
件
に
よ
っ
て
1

遅
く
と
も
遺
言
者
死
亡
時
で
あ
ろ
う
時
間
的
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
で
確
定
さ
れ
た
集
団

と
な
る
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
ガ
ー
イ
ウ
ス
の
時
代
に
は
確
定
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
フ
ァ
ミ
リ
ア
概
念
が
宗
族
関
係

(28) 

a
d
g
n
a
t
i
o
か
ら
血
族
関
係
へ
と
移
行
す
る

一
般
的
傾
向
も
相
侯

っ
て
、
右
の
問
題
に
有
利
に
働
く
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
は
い
え
、

【01
】

（
後
出

【06
】
も
）
の
信
託
遺
贈
に
は
、

《
家
族
》
構
成
員
を
時
間
的
に
限
定
す
る
文
言
は
付
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
信
託
遺
贈
受
遺
者
選

定
の
範
囲
は
確
定
さ
れ
て
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
の
疑
問
は
残
る
。
な
お
、

【01
】
の
タ
イ
プ
の
家
族
信
託
遺
贈
が
勅
法
に
よ
っ
て
承
認

さ
れ
た
古
典
期
最
末
期
に
属
す
る
法
文
に
は
、
次
の
も
の
が
あ
る
。

い
て
、
ガ
ー
イ
ウ
ス

の
な
か

っ
た
不
確
定
人
を
信
託
遺
贈
受
遺
者
と
す
る
信
託
遺
贈
に
も
、

こ
と
と
な
っ
た
。

-03
】
ガ
ー
イ
ウ
ス

か
つ
て
は
、

〔遺
言
者
は
、
〕
不
確
定
人
ま
た
は
家
外
後
生
子
を
相
続
人
に
指
定
す
る
こ
と
も
、
こ
れ
ら
の
者
の
た
め
に
遺
贈
す
る
こ

と
も
で
き
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
信
託
遺
贈
に
よ
っ
て
遺
す
こ
と
は
で
き
た
。
し
か
し
、
神
皇
ハ
ド
リ
ア
ー
ヌ
ス
の
権
威
に
基

づ
い
て
な
さ
れ
た
元
老
院
議
決
に
よ
っ
て
、
信
託
遺
贈
に
つ
い
て
、
遺
贈
お
よ
び
相
続
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
た
の
と
同
じ
こ
と
が

〔定

め
ら
れ
た
〕。

そ
こ
で
、
《
家
族
》
が
、
信
託
遺
贈
受
遺
者
選
定
の
範
囲
と
し
て
確
定
さ
れ
た
集
団
と
い
え
る
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
る
。
こ
の
点
に
つ

(27) 

一
般
に
フ
ァ
ミ
リ
ア
概
念
に
つ
い
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
が
あ
り
、

『法
学
提
要
j

(26 

『法
学
提
要
」
ニ

・
ニ
八
七

ハ
ド
リ
ア
ー
ヌ
ス
帝
の
時
代
の
元
老
院
議
決
に
よ
っ
て
妥
当
す
る



195 古典期ローマ法における遺言による譲渡禁止 (195) 

ー
イ
ウ
ス

『法
学
提
要
」
が
次
の
重
要
な
法
文
を
伝
え
る
。

（ウ）

(29
)
 

【

04
】
学
説
彙
纂
三

一・

三
ニ

・
六
（
モ
デ
ス
テ
ィ
ー
ヌ
ス

「法
範
]
九
巻
）

《
家
族
》
の
た
め
に
遺
さ
れ
た
信
託
遺
贈
に
お
い
て
は
、
名
前
を
挙
げ
ら
れ
た
者
た
ち
が
、
信
託
遺
贈
の
請
求
を
す
る
こ
と
を
許
容
さ

れ
う
る
。
ま
た
、
彼
ら
す
べ
て
が
死
亡
し
た
後
は
、
遺
言
者
の
死
亡
時
に
死
者
の
名
前
か
ら
出
て
い
た
者
、

お
よ
び
、
彼
ら
の
第
一
親

等
の
者
か
ら
生
じ
た
者
が
〔
、
信
託
遺
贈
の
請
求
を
す
る
こ
と
を
許
容
さ
れ
る
〕
。
た
だ
し
、
死
者
が
特
に
そ
の
意
思
を
よ
り
後
の
者
へ

と
拡
げ
て
い
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

こ
の
法
文
か
ら
は
、
古
典
期
最
末
期
に
お
い
て
も
な
お

《家
族
》
の
範
囲
が
重
要
問
題
で
あ
り
続
け
た
こ
と
、
お
よ
び
、
そ
の
範
囲
の

客
観
化
が
追
求
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
古
典
期
最
末
期
に
は
、

《
家
族
》
の
範
囲
の
時
間
的
限
定
に
関
し
て
は
、
そ
の
よ
う

な
文
言
が
な
く
と
も
、
遺
言
者
の
死
亡
時
が
基
準
時
と
解
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

ィ

(30) 

第
二
の
前
提
問
題
は
、
信
託
遺
贈
受
遺
者
は
、
信
託
遺
贈
の
権
利
発
生
日
d
ie
s
c
e
d
e
n
s
に
存
命
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
信
託
遺

(31
)
 

贈
に
条
件
・
期
限
が
付
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
条
件
成
就
時
ま
た
は
期
限
到
来
時
が
権
利
発
生
日
と
な
る
。
出
捐
内
容
が

rel
i
n
q
u
e
r
e

（遺
す
）
で
あ
る
家
族
信
託
遺
贈
の
場
合
に
は
、
信
託
遺
贈
義
務
者
の
死
亡
時
が
権
利
発
生
日
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が

っ

て
、
右

E
と
関
連
づ
け
る
と
す
れ
ば
、
家
族
信
託
遺
贈
に
お
け
る
信
託
遺
贈
受
遺
者
は
、
遺
言
者
の
死
亡
時
に

《家
族
》
に
含
ま
れ
る
者

の
う
ち
、
信
託
遺
贈
義
務
者
の
死
亡
時
に
存
命
で
あ
る
者
で
あ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

第
三
の
前
提
問
題
は
、
信
託
遺
贈
義
務
者
の
死
亡
時
に
効
力
を
発
生
す
る
信
託
遺
贈
の
可
否
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
も
ガ
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こ
ろ
は
な
い
。

ま
た
は

一
部
を
第
三
者
丙

（信
託
遺
贈
受
遺
者
）
に
引
き
渡
す
よ
う
求
め
る
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
甲
が
乙
を
自
己
の
相
続
人
を
指

定
す
る
と
と
も
に
、
乙
の
相
続
人
を
も
指
定
し
て
い
た
ケ
ー
ス
と
類
似
す
る
。
後
者
は
補
充
相
続
人
指
定
h
e
r
e
d
i
s
s
u
b
s
tituti
o
制
度
の

(33
)
 

限
界
を
超
え
る
も
の
で
あ
り
認
め
ら
れ
な
い
。
そ
こ
で
前
者
の
信
託
遺
贈
と
補
充
相
続
人
指
定
制
度
と
の
相
剋
が
生
ず
る
。
し
か
し
、
ガ

(34) 

ー
イ
ウ
ス
の
時
代
に
は
、
こ
の
信
託
遺
贈
が
承
認
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
り
、
後
に
講
学
上
s
u
b
s
t
i
t
u
t
i
o
fide
ic
o
m
m
is
s
a
r
i
a
と
呼
ば
れ

(35) 

よ
う
に
な
る
。

【

01
】
の
信
託
遺
贈
の
目
的
物
は
特
定
財
産

（農
場
）
で
あ
り
‘
-05
】
の
例
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
。
し
か
し
、
指
定
相
続
人
が
自
ら

の
遺
言
に
よ
っ
て
他
人
に
財
産
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
の
で
き
る
財
産
の
範
囲
が
、

遺
言
者
に
よ

っ
て
制
限
さ
れ
て
い
る
点
で
は
異
な
る
と

(36
)
 

一
般
に
、

s
u
b
stitutio
f
i
d
e
i
c
o
m
m
i
s
s
a
r
i
a
が
家
族
信
託
遺
贈
の
前
提
に
な

っ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
所
以
で
あ
ろ
う
。
本

問
題
と
さ
れ
た
の
は
、
遺
言
者
甲
が
そ
の
指
定
相
続
人
乙

負

っ
て
い
る
。

ま
た
、
わ
れ
わ
れ
は
、
わ
れ
わ
れ
の
相
続
人
と
な

っ
た
者
の
死
亡
後
に
、
そ
の
者
に
代
え
て
別
の
相
続
人
を
指
定
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
わ
れ
わ
れ
は
彼
に

〔
II
わ
れ
わ
れ
の
相
続
人
と
な

っ
た
者
〕
に
対
し
、
死
亡
す
る
時
に
、
別
の
者
に
相
続
財

産
の
全
部
ま
た
は

一
部
を
引
き
渡
す
よ
う
、
懇
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
相
続
人
の
死
亡
後
で
あ

っ
て
も
信
託
遺
贈
が
与
え
ら

れ
う
る
の
で
、
わ
れ
わ
れ
は
、
次
の
よ
う
に
書
い
た
場
合
で
も
、
同
じ
こ
と
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
私
は
、
私
の
相
続
人
で

あ
る
テ
ィ
テ
ィ
ウ
ス
が
死
亡
す
る
べ
き
時
に
、
私
の
相
続
財
産
が
プ
ー
ブ
リ
ウ
ス
・
メ
ウ
ィ
ウ
ス
に
帰
属
す
る
こ
と
を
欲
す
る
」
。
そ
し

て
、
前
者
と
後
者
の
い
ず
れ
の
仕
方
に
よ
っ
て
も
、

【

05】

ガ
ー
イ
ウ
ス

(32 

『法
学
提
要
」
ニ

・
ニ
七
七

テ
イ
テ
ィ
ウ
ス
が
遺
し
た
彼
の
相
続
人
は
、
信
託
遺
贈
に
よ
る
引
渡
し
の
義
務
を

（信
託
遺
贈
義
務
者
）
に
対
し
、

乙
の
死
亡
後
に
、
甲
の
相
続
財
産
の
全
部
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ど
う
か
は
議
論
の
余
地
が
あ
ろ
う
。

稿
で
は

s
u
b
s
tituti
o
f
i
d
e
i
c
o
m
m
i
s
s
a
r
i
a
の
問
題
に
こ
れ
以
上
立
ち
入
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
今
後
の
課
題
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

態
で
あ
る
。

【

01
一
の
信
託
遺
贈
に
つ
い
て
若
干
の
指
摘
を
し
て
お
き
た
い
。

第
一
点
は
遺
言
者
の
相
続
プ
ラ
ン
に
関
す
る
。
A
の
財
産
が
順
次
B
、

C
¥
c
J
へ
と
相
続
を
原
因
と
し
て
承
継
さ
れ
る
の
は
通
常
の
事

A
は
B
が

C
¥
c
Jを
相
続
人
に
指
定
す
る
も
の
と
期
待
し
て
よ
い
。
他
方
、

A
は
農
場
を
「
《
家
族
》
の
中
に
遺
す
」
旨
の
信

託
遺
贈
を
行
っ
た
。
《
家
族
》
と
し
て
基
本
的
に

C
l
I
C
J
が
想
定
さ
れ
の
が
通
常
で
あ
り
、

B
が
家
外
者
を
相
続
人
に
指
定
し
た
と
し
て

も
、
農
場
だ
け
は

C
l
I
C
J
に
と
ど
ま
る
。
A
が
信
託
遺
贈
受
遺
者
を

G
¥
c
J
に
確
定
し
な
い
の
は
、

B
の
死
亡
ま
で
に

C
l
I
C
J
が
欠
け
る

場
合
を
想
定
し
た
も
の
と
解
し
う
る
。
そ
れ
故
、

の
実
現
は
確
実
な
も
の
と
な
る
。
現
実
も
右
の
プ
ラ
ン
ど
お
り
に
推
移
し
、

A
の
死
後
、

B
は
C
l
¥
c
Jを
相
続
人
に
指
定
し
、

B
の
死
後
、

農
場
は

B
の
相
続
財
産
に
含
ま
れ
た
状
態
で

C
i
¥
0
に
帰
属
し
た
。
結
局
、
家
族
信
託
遺
贈
の
効
力
が
顕
在
化
し
な
か
っ
た
の
は
興
味
深

い
。
と
い
う
の
も
、
こ
の
家
族
関
係
で
は
、

人
と
し
て
農
場
を
含
む
相
続
財
産
を
取
得
す
る
結
果
に
な
る
こ
と
が
多
い
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
家
族
信
託
遺
贈
の
機
能
が
問
題
と

な
る
が
、
現
時
点
で
は
し
ば
ら
く
措
か
ざ
る
を
え
な
い
。

第
二
点
は
家
族
信
託
遺
贈
義
務
者
の
地
位
に
関
す
る
。

相
続
人
に
指
定
し
た
が
故
に
、
親
子
孫
三
代
の
平
穏
な
財
産
承
継
が
完
成
し
た
。

い
く
こ
と
で
あ
り
、

（三）

A
は
B
に
対
し
農
場
の
第
三
者
へ
の
譲
渡
を
禁
止
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
右
の
プ
ラ
ン

A
が
B
を
相
続
人
に
指
定
す
る
だ
け
で
家
族
信
託
遺
贈
を
せ
ず
と
も
、

B
は、

c
l
I
ら
が

B
の
相
続

A
の
期
待
ど
お
り
、
農
場
を
第
三
者
に
譲
渡
せ
ず
、
か
つ
、

Cl
ー
ら
を

B
の
役
割
は
相
続
財
産
を

A
か
ら

C
I
0
へ
と
伝
え
て

B
は
相
続
財
産
の
管
理
に
徹
し
た
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
れ
が
ロ
ー
マ
社
会
に
お
い
て
褒
め
ら
れ
た
こ
と
か

第
三
点
は
遺
産
の

一
体
性
に
関
す
る
。
C
l
¥
C
s
間
に
争
い
が
生
ず
る
の
は
や
む
を
え
ま
い
。
遺
言
者
は
信
託
遺
贈
受
遺
者
の
範
囲
を

《家
族
》
と
定
め
た
の
み
な
の
で
、
信
託
遺
贈
受
遺
者
が
複
数
出
現
す
る
事
態
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
。
家
族
信
託
遺
贈
は
遺
産
の
一
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体
性
保
持
の
た
め
の
単
独
相
続
を
実
現
す
る
も
の
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

(43
)
 

一
九
巻
）

第
四
点
は
家
族
信
託
遺
贈
の
目
的
物
に
関
す
る
。
【01
】
で
は
目
的
物
は
農
場
さ
n
d
u
s
で
あ
る
。
こ
れ
は
邸
宅
d
o
m
u
s

(後
出

ー06
】

【10
】
)
、
地
所

（ま
た
は
農
場
）
p
r
a
e
d
i
u
m
(後
出

【07
】
-10
】
)
と
並
ぶ
、
家
族
信
託
遺
贈
目
的
物
の
典
型
例
で
あ
る
。
い
ず
れ
も

一
般

(37)

（

38) 

に
高
額
で
収
益
力
の
あ
る
不
動
産
で
あ
り
、
相
続
財
産
中
の
重
要
財
産
を
構
成
す
る
。
目
的
物
が
包
括
財
産

(11
相
続
財
産
）
で
な
い
の

(39
)
 

は
何
故
だ
ろ
う
か
。
不
動
産
で
あ
れ
ば
処
分
禁
止
の
定
め
の
実
効
性
を
確
保
し
や
す
い
こ
と
や
、
全
相
続
財
産
の
処
分
禁
止
を
認
め
て
は

あ
ま
り
に
相
続
人
の
地
位
を
制
限
し
す
ぎ
る
こ
と
な
ど
を
想
定
し
う
る
が
、
現
時
点
で
は
推
測
に
す
ぎ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
substi,

tu
tio f
i
d
e
i
c
o
m
m
i
s
s
a
r
i
a
の
例

([05
】
)
と
の
重
要
な
相
違
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
家
族
信
託
遺
贈
で
は
、
遺
言
者
の
死
亡
か
ら
信
託
遺
贈

受
遺
者
の
目
的
物
受
領
ま
で
長
期
間
を
要
す
る
。
時
に
は
数
十
年
に
及
ぶ
で
あ
ろ
う
。
そ
の
間
、
目
的
物
が
例
え
ば
農
場
の
場
合
、
信
託

遺
贈
義
務
者
（
指
定
相
続
人
）
が
、
財
産
運
用
上
、
農
場
売
却
が
有
利
と
判
断
す
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
こ
で
譲
渡
禁
止

の
定
め
が
農
場
売
却
の
足
か
せ
と
な
る
。
こ
の
デ
メ
リ
ッ
ト
は
農
場
か
ら
十
分
な
収
益
が
得
ら
れ
る
な
ら
ば
解
消
さ
れ
よ
う
が
、
小
プ
リ

(40) 

ニ
ウ
ス
も
伝
え
る
よ
う
に
、
農
場
の
資
産
価
値
は
収
益
の
増
減
と
連
動
す
る
の
で
、
農
場
を
適
切
に
管
理
し
て
収
益
力
を
安
定
的
に
維
持

(41) 

す
る
に
は
、
農
場
主
は
複
雑
な
管
理
業
務
に
取
り
組
む
相
当
の
努
力
を
要
す
る
。
さ
ら
に
、
信
託
遺
贈
義
務
者
（
指
定
相
続
人
）
は
、
農

場
を
遺
言
者
か
ら
信
託
遺
贈
受
遺
者
へ
の
農
場
承
継
の
媒
介
者
に
す
ぎ
な
い
の
で
、
管
理
業
務
へ
の
意
欲
を
失
う
こ
と
も
あ
り
え
よ
う
。

家
族
信
託
遺
贈
の
性
格

・
機
能
を
考
え
る
上
で
重
要
な
問
題
と
思
わ
れ
る
。

(42) 

三
日

【01
】
と
は
ほ
ぼ
同

一
の
文
言
に
よ
る
家
族
信
託
遺
贈
が
、
異
な
る
家
族
関
係
の
も
と
で
行
わ
れ
た
例
を
伝
え
る
法
文
が
あ
る
。

【06
】
学
説
彙
纂
三
一

・
六
九
・

三
（
パ
ー
ピ
ニ
ア
ー
ヌ
ス

「質
疑
録
」

〔遺
言
者
が
〕
相
続
人
に
指
定
さ
れ
て
い
る
兄
弟
に
対
し
、

⑤
邸
宅
が
譲
渡
さ
れ
な
い
で
、

⑥
《家
族
》
の
中
に
遺
さ
れ
る
こ
と
を
求
め
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法
文
に
明
示
さ
れ
た
家
族
構
成
は
兄
弟
A
.
B
の
み
で
あ
る
。

A
は
遺
言
を
作
成
し
て
、

B
を
相
続
人
に
指
定
す
る
と
と
も
に
、

B
に

対
し
、
相
続
財
産
中
の
邸
宅

d
o
m
u
s
を
第
三
者
に
譲
渡
し
な
い
こ
と
（
傍
線
⑤）
、
お
よ
び
、
そ
の
邸
宅
が
「
《
家
族
》
の
中
に
遺
さ
れ
る

in
 fa
m
il
ia re
li
n
q
u
e
r
e
t
u
r
」
こ
と
（
傍
線
⑥
）
を
内
容
と
す
る
信
託
遺
贈
の
義
務
を
負
わ
せ
た
。
信
託
遺
贈
の
内
容
は

【01
】
の
信
託
遺

贈
と
異
な
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
A
の
死
亡
後
、
指
定
相
続
人
B
は
、
国
邸
宅
を
第
三
者
C
に
譲
渡
し
、
ま
た
は
、
固
家
外
者
D
を
相
続
人

に
指
定
し
て
、
そ
の
後
死
亡
し
た
。
B
は
、
右
固
に
お
い
て
、
遺
言
で

D
を
相
続
人
に
指
定
し
つ
つ

《
家
族
》
構
成
員
の
た
め
に
邸
宅
を

遺
贈
す
る
ケ
ー
ス
を
の
ぞ
き
、
信
託
遺
贈
受
遺
者
を
選
定
し
な
い
。
そ
れ
故
、
B
の
死
亡
後
に
、
《
家
族
》
の
範
囲
に
含
ま
れ
る
者
が
複
数

あ
る
場
合
に
、
信
託
遺
贈
受
遺
者
と
な
る
の
は
誰
か
が
問
題
と
な
っ
た
。

弁
の
故
に
正
当
に
求
め
ら
れ
る
も
の
と
考
え
る
。

る

(p
e
tit,n
e
 d
o
m
u
s
 ali
e
n
a
r
e
tu
r,
 
s
e
d
 ut in
 fa
m
i
lia re
li
n
q
u
eretur
)
。
組
江
読
人
が
〔
漕
竺
言
者
の
〕
音
宰
思
に
従
わ
な
い
で
、
邸
宅
を
譲

渡
し
、
ま
た
は
、
家
外
者
を
相
続
人
に
指
定
し
て
死
亡
し
た
場
合
に
は
、
《
家
族
》
の
中
に
あ
る
す
べ
て
の
者
が
信
託
遺
贈
を
求
め
る

〔
こ
と
が
で
き
る
〕
。〔
彼
ら
が
〕
同
一
の
親
等
で
は
な
い
と
き
は
、
ど
う
な
る
か
？

位
で
召
喚
さ
れ
る
も
の
と
み
ら
れ
る
と
規
律
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
後
続
の
者
た
ち
の
利
益
が
先
順
位

の
者
た
ち
に
よ
っ
て
将
来
害
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
む
し
ろ
、
〔
親
等
の
〕
最
も
近
い
各
人
は
、
自
分
が
《
家
族
》
に
邸
宅
が
引
き
渡
す

べ
く
担
保
問
答
契
約
に
応
じ
た
場
合
に
、

〔信
託
遺
贈
を
求
め
る
こ
と
を
〕
許
容
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
も
し
担
保
問
答
契
約

が
、
第
一
順
位
で
許
容
さ
れ
た
者
に
対
し
て
求
め
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
確
か
に
、
不
当
利
得
返
還
訴
権
は
そ
の
こ
と
を
理
由
と

し
て
は
発
生
す
る
べ
き
で
は
な
い
の
だ
が
、
邸
宅
が
い
つ
か
家
外
者
に
帰
属
し
た
場
合
に
は
、
信
託
遺
贈
の
請
求
が

《
家
族
》
に
帰
属

す
る
。
し
か
し
、
私
は
、
た
と
え
《
家
族
》
か
ら
出
た
者
が
さ
ら
に
他
に
誰
も
残
っ
て
い
な
い
と
し
て
も
、
担
保
問
答
契
約
が
悪
意
抗

本
件
は
、
〔
親
等
の
〕
最
も
近
い
各
人
が
第
一
順
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そ
れ
で
は
、
各
《
家
族
》
構
成
員
間
に

A
か
ら
の
親
等
の
相
違
が
あ
る
と
き
は
、
ど
う
な
る
か
。
《
家
族
》
構
成
員
が

A
の
孫

El
＼
凡
（
ニ

後
の
法
文
の
展
開
と
も
整
合
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
前
提
と
し
て
、
信
託
遺
贈
義
務
者
が
誰
に
対
し
ど
の
よ
う
な
主
張
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
を
考
え
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
右

⑮
の
場
合
に
、
信
託
遺
贈
受
遺
者
が
は
信
託
遺
贈
義
務
者
の
相
続
人

D
に
対
し
、
信
託
遺
贈
の
履
行
を
求
め
う
る

petitio
f
i
d
e
i
c
o
m
m
i
s
,
 

(44) 

si
こ
と
に
は
異
論
は
な
い
。
問
題
は
右
固
の
場
合
で
あ
る
。
一
般
的
に
信
託
遺
贈
の
効
力
は
対
人
的
（
債
権
的
）
な
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
故
、
後
出
【

08
】
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
信
託
遺
贈
義
務
者
が

B
の
相
続
人
に
対
し
代
金
額
の
支
払
い
を
求
め
る
の
は
認
め
ら
れ
よ

う
。
し
か
し
、
【

06
】
で
は
、
相
手
方
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
な
く
邸
宅
の
掃
属
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
故
、
信
託
遺
贈
受
遺
者
が
目
的

物
譲
受
人
を
相
手
方
と
し
て
対
物
的
（
物
権
的
）
な
訴
訟
を
行
う
こ
と
を
、
パ
ー
ピ
ニ
ア
ー
ヌ
ス
が
認
め
た
と
解
す
る
余
地
も
あ
る
。
も

っ
と
も
、
こ
の
理
解
に
よ
れ
ば
、
【

06
】
に
お
け
る

f
i
d
e
i
c
o
m
m
i
s
s
u
m
p
e
t
e
n
t
お
よ
び

f
i
d
e
i
c
o
m
m
i
s
s
i
petitio
と
い
う
表
現
と
の
整
合

性
が
問
題
と
な
る
。
ま
た
、
仮
に
パ
ー
ビ
ニ
ア
ー
ヌ
ス
が
侶
託
遺
贈
（
ま
た
は
家
族
信
託
遺
贈
）
に
基
づ
く
対
物
的
訴
訟
を
認
め
た
と
解

し
う
る
と
し
て
も
、
ス
カ
エ
ウ
ォ
ラ
は
後
出
【

07
】【
08
】
に
お
い
て
別
の
見
解
を
有
す
る
よ
う
に
み
え
る
。
こ
の
重
要
な
問
題
に
つ
い
て

(45) 

は
議
論
の
蓄
積
が
あ
る
の
で
、
本
稿
で
は
そ
の
こ
と
を
確
認
す
る
に
と
ど
め
今
後
の
検
討
に
委
ね
る
こ
と
と
し
た
い
。

法
文
の
流
れ
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
信
託
遺
贈
義
務
者
が
同
受
遺
者
を
選
定
し
な
い
で
死
亡
し
た
場
合
に
お
い
て
、
《
家
族
》
構
成

ご
員
が
一
人
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
者
が
信
託
遺
贈
受
遺
者
と
な
る
。
こ
の
こ
と
は
法
文
に
は
書
か
れ
な
い
が
、
パ
ー
ピ
ニ
ア
ー
ヌ
ス
の

(46) 

「
質
疑
」
の
出
発
点
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
《
家
族
》
構
成
員
が
複
数
存
す
る
と
き
は
、
原
則
と
し
て
、

「《
家
族
》
の
中
に

あ
る
す
べ
て
の
者
」
が
信
託
遺
贈
受
遺
者
と
な
る
。
こ
こ
で
は
、
例
え
ば
、

A
の
直
系
卑
属
と
し
て
幼
少
の
孫
三
人

Ei
＼
巳
し
か
な
い
事

(47) 

案
を
想
定
し
た
い
。
か
よ
う
な
事
案
は
法
文
に
は
明
記
さ
れ
な
い
が
、

A
が、

Ei
＼
恥
が
成
長
す
る
ま
で

B
に
A
家
当
主
と
し
て
の
役
割

を
担
わ
せ
る
と
と
も
に
、

B
死
後
の

A
家
当
主
を

E
i
¥
E
の
う
ち
か
ら

B
に
選
定
さ
せ
る
意
図
を
も
つ
こ
と
は
推
測
可
能
で
あ
り
、
そ
の
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親
等
）
、

B
の
子

Fl
＼
凡

（三
親
等
）
の
合
計
六
人
で
あ
る
場
合
を
考
え
れ
ば
よ
い
。
パ
ー
。ヒ
ニ
ア
ー
ヌ
ス
は
、
全
員
で
信
託
遺
贈
を
請
求

す
る
の
で
は
な
く
、
遺
言
者
か
ら
の
親
等
の
最
も
近
い
者

（右
の
例
で
は

E
l
i
E
J
)
が
第

一
順
位
で
請
求
し
う
る
も
の
と
解
す
る
。

こ
の
よ
う
に
解
す
れ
ば
、
先
順
位
者
の
存
在
が
後
順
位
者
の
利
益
を
害
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
後
順
位
者
の
利
益
保
護
の
方
法
が
問

題
と
な
る
。
こ
こ
で
、
パ
ー
ピ
ニ
ア
ー
ヌ
ス
は
担
保
問
答
契
約

cautio
を
利
用
す
る
。
こ
れ
は
、
条
件
・
期
限
付
遺
贈
に
お
い
て
指
定
相

続
人
11
受
遺
者
間
で
遺
贈
保
全
の
た
め
に
行
わ
れ
る
担
保
問
答
契
約

cautio
l
e
g
a
t
o
r
u
m
 s
e
r
v
an
d
o
r
u
m
 c
a
u
s
a
と
同
趣
旨
で
あ
ろ
う
。

そ
の
際
、
後
順
位
者

(Fl
＼
巳
）
が
、
先
順
位
者

(El
＼
凡
）
に
対
し
、
将
来
後
順
位
者
に
邸
宅
を
引
き
渡
す
べ
き
こ
と
に
つ
い
て
担
保

問
答
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
を
求
め
た
と
き
は
、
先
順
位
者
が
こ
れ
に
応
じ
る
こ
と
が
、
彼
ら
が
先
順
位
で
信
託
遺
贈
を
請
求
す
る
た
め

の
要
件
と
な
る
も
の
と
す
る
。

そ
う
す
る
と
、
後
順
位
者

(Fl¥FJ)
が
、
先
順
位
者

(El¥EJ)
に
対
し
担
保
問
答
契
約
の
締
結
を
求
め
な
か
っ
た
と
き
に
、
先
順

位
者
は
担
保
問
答
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
な
く
信
託
遺
贈
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
パ

（⑱
）
 

ー
ピ
ニ
ア
ー
ヌ
ス
は
、
後
順
位
者
の
先
順
位
者
に
対
す
る
不
当
利
得
返
還
訴
権

condict10
は
発
生
し
な
い
旨
説
示
す
る
の
だ
が
、
こ
れ
は

や
や
唐
突
に
み
え
る
。
法
文
に
は
明
記
さ
れ
な
い
け
れ
ど
も
、
先
順
位
者
は
担
保
問
答
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
な
く
信
託
遺
贈
を
請
求
し

う
る
こ
と
、
お
よ
び
、
先
順
位
者
に
対
し
担
保
問
答
契
約
の
締
結
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
に
、
そ
う
し
な
か
っ
た
後
順
位
者
は
、
先

順
位
者
の
邸
宅
取
得
後
に
担
保
問
答
契
約
を
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
が
、
右
の
説
示
の
前
提
と
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
、
か
よ
う
な
後
順
位
者
が
信
託
遺
贈
受
遺
者
と
し
て
の
地
位
ま
で
も
失
う
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
邸
宅
が
家
外
者
に
帰
属
す
る
I

先

順
位
者
が
存
命
中
に
家
外
者
に
目
的
物
を
譲
渡
す
る
ケ
ー
ス
、
お
よ
び
、
家
外
者
を
相
続
人
に
指
定
す
る
ケ
ー
ス
が
考
え
ら
れ
る
|
ー
に

至
っ
た
と
き
は
、
《
家
族
》

(11
後
順
位
者
）
が
、
家
外
者
に
対
し
信
託
遺
贈
の
請
求
を
す
る
こ
と
は
妨
げ
ら
れ
な
い
。

最
後
に
言
及
さ
れ
る
の
は
、
先
順
位
者
が
、
後
順
位
者
が

《
家
族
》
の
中
に
あ
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
、
後
順
位
者
か
ら
の
求
め
が
な
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か
っ
た
こ
と
を
理
由
に
担
保
問
答
契
約
を
結
ぶ
こ
と
な
く
信
託
遺
贈
に
よ
っ
て
邸
宅
を
取
得
し
た
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
後

順
位
者
は
、
先
順
位
者
の
目
的
物
取
得
後
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
先
順
位
者
に
対
し
担
保
問
答
契
約
の
締
結
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

と
す
る
。
そ
の
こ
と
は
、
こ
の
後
順
位
者
に
続
く
更
な
る
後
順
位
者
が
い
な
く
て
も
同
じ
こ
と
で
あ
る
。

国

【06
】
の
信
託
遺
贈
に
つ
い
て
若
干
の
指
摘
を
し
て
お
き
た
い
。

第
一
点
は
遺
言
者
の
相
続
プ
ラ
ン
に
関
す
る
。
【06
】
は
1

前
項
で
想
定
し
た
事
案
を
前
提
に
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
I

【01
】
と
の
比
較
に
お
い
て
、
家
族
信
託
遺
贈
の
機
能
を
考
え
る
上
で
恰
好
の
素
材
で
あ

っ
た
。

A
.
B
が
兄
弟
関
係
な
の
で
、

B
が
A
の

孫
El
¥
EJを
相
続
人
に
指
定
す
る
こ
と
に
、

A
は
十
分
な
期
待
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
B
は
自
ら
の
子
F
l
¥
F
J
が
あ
れ
ば
、
通
常
は

彼
ら
を
相
続
人
に
指
定
す
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
仮
に

B
が
邸
宅
を
第
三
者
に
譲
渡
せ
ず
、
か
つ
、

Fl
¥
FJを
相
続
人
に
指
定

し
た
と
す
れ
ば
、
家
族
信
託
遺
贈
目
的
物
（
邸
宅
）
も
相
続
財
産
に
含
ま
れ
た
状
態
で

A
の

《家
族
》
で
あ
る

Fl
¥
FJ
に
帰
属
す
る
の
で
、

El
¥
EJ
は
何
も
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
れ
は

A
の
意
に
適
う
結
果
と
は
い
え
な
い
が
、
家
族
信
託
遺
贈
の
効
力
が
顕
在
化
し
て

い
な
い
点
は

【01
】
と
同
様
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

【
06
】
の
よ
う
に
傍
系
親
族
が
関
係
す
る
ケ
ー
ス
で
は
、
遺
言
者
は
家
族
信
託
遺
贈

を
利
用
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

第
二
点
は
多
数
の
信
託
遺
贈
義
務
者
を
親
等
に
従
い
順
次
取
得
さ
せ
る
と
い
う
判
断
に
関
す
る
。
遺
言
者
が

「《
家
族
》
に
遺
す
」
旨、

儒
託
遺
贈
を
し
た
と
し
て
も
、
遺
言
者
は

《
家
族
》
と
し
て
具
体
的
な
人
物
を
想
定
す
る
の
が
通
常
で
あ
ろ
う
。
右
の
想
定
事
案
で
、

A

の
孫

El
＼
邑
を
第
一
順
位
の
取
得
者
と
し
た
の
は
、
遺
言
者
の
意
思
に
合
致
し
た
も
の
と
も
い
え
る
。
し
か
し
、

El
¥
EJ
は
そ
の
死
亡
時

に
後
順
位
者

Fl
＼
凡

（
B
の
子
）
に
目
的
物
を
引
き
渡
す
義
務
を
負
う
。
仮
に

《家
族
》
に
Fl
＼
巳
の
子

G
l
¥
G
g
(B
の
孫
。
Fl
＼
凡
が

各
三
人
の
子
を
有
す
る
）
が
含
ま
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、

Fl
＼
巳
は

GI
¥
Gg
に
対
し
、

El
＼
凡
が

F
l
i
凡
に
対
し
て
負
っ
て
い
た
義
務
と

同
様
の
義
務
を
負
う
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
と
も
に
家
族
信
託
遺
贈
の
受
遺
者
で
あ
る
先
順
位
者
と
後
順
位
者
の
間
に
、
信
託
遺
贈
義
務
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四
曰

の
は
も
は
や
ほ
ぽ
不
可
能
と
な
る
。

以
上
、

B
を

一
概
に
責
め
る
こ
と
は
で
き
ま
い
。

え
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
家
族
信
託
遺
贈
で
は
権
利
発
生
日

す
れ
ば
、
利
用
を
た
め
ら
う
者
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。

(203) 

(49
)
 

一
九
巻
）

者
と
同
受
遺
者
の
間
の
法
律
関
係
を
認
め
た
の
に
等
し
い
。
こ
の
法
律
関
係
が

《
家
族
》
が
尽
き
る
ま
で
連
鎖
す
る
こ
と
に
な

っ
た
と
い

っ
て
よ
い
。
こ
の
よ
う
な
法
律
関
係
は
遺
言
者
の
想
定
を
超
え
る
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
複
雑
な
法
律
関
係
が
長
期
間
継
続

す
る
の
は
決
し
て
望
ま
し
い
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
。
家
族
信
託
遺
贈
を
利
用
す
る
遺
言
者
は
こ
の
こ
と
を
覚
悟
し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
と

第
三
点
は
信
託
遺
贈
義
務
者
の
地
位
に
関
す
る
。
B
は
A
の
期
待
ど
お
り
に
行
動
し
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
時
点
で
は
経
済
的
に

合
理
的
な
行
動
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
後
出

【07
】
で
検
討
す
る
よ
う
に
、
信
託
遣
贈
義
務
者
に
よ
る
目
的
物
譲
渡
が
や
む
を

（信
託
遺
贈
義
務
者
死
亡
時
）
ま
で
に
長
期
間
が
経
過
す
る
可
能
性
が
あ
る

第
四
点
は
遺
産
の
一
体
性
に
関
す
る
。
侶
託
遺
贈
受
遺
者
が
選
定
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
複
数
の
侶
託
遺
贈
受
遺
者
が
出
現
す
る
と
と

も
に
、
目
的
物
は
必
ず
し
も
信
託
遺
贈
義
務
者
（
相
続
人
）

の
相
続
人
に
帰
属
し
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
、
遺
産
の
一
体
性
を
確
保
す
る

最
後
に
、
家
族
信
託
遺
贈
と
相
続
債
権
者
の
関
係
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

【

07
】
学
説
彙
纂
三
ニ

・
三
八

・
序

（
ス
カ
エ
ウ
ォ
ラ

『法
学
大
全』

父
親
が
、
相
続
人
で
あ
る
息
子
が
⑦
地
所
を
譲
渡
し
ま
た
は
質
入
れ
す
る
こ
と
を
禁
止
し
て
、

⑧
〔そ
の
地
所
が
〕
正
当
な
婚
姻
か
ら

出
た
子
そ
の
他
の
血
族
に
維
持
さ
れ
る
こ
と
を
、
〔
息
子
の
〕
信
義
に
委
ね
た

(£i
li
u
m
h
e
r
e
d
e
m
 p
r
a
e
d
1a
 alienare s
e
u
 p
1g
n
o
n
 

p
o
n
e
r
e
 p
r
o
h
i
b
u
erat. s
e
d
 c
o
n
s
e
r
u
a
r
i
 liber
is
 ex
 iustis n
u
ptiis et ceteris c
o
g
n
a
t
i
s
 f
i
d
e
i
c
o
m
m
i
s
e
r
a
t
)
。

自
g

ヱJ
i
i
、
ゲ
〈
祖

5if症
只

入
れ
を
し
て
遺
し
た
地
所
を
、
相
続
債
権
者
が
新
債
権
者
の
金
銭
で
満
足
さ
せ
ら
れ
て
か
ら
、
前
者

〔II
相
続
債
権
者
〕
か
ら
後
者
の
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債
権
者
〔
11
新
債
権
者
〕
へ
と
、
質
ま
た
は
抵
当
の
た
め
に
移
転
し
た
。
質
が
正
当
に
設
定
さ
れ
た
の
か
ど
う
か
が
問
わ
れ
た
。
〔
ス
カ

エ
ウ
ォ
ラ
は
、
〕
提
出
さ
れ
た
事
情
に
よ
れ
ば
、
正
当
に
設
定
さ
れ
た
と
解
答
し
た
。
同
じ
こ
と
が
問
わ
れ
た
の
は
、
息
子
が
相
続
財
産

中
の
地
所
を
、
相
続
債
権
者
を
満
足
さ
せ
る
た
め
に
譲
渡
し
た
場
合
に
、
信
託
遺
贈
を
知
ら
な
か
っ
た
買
主
が
有
効
に
買
っ
た
の
か
ど

う
か
で
あ
る
。
私
は
、
提
出
さ
れ
た
事
情
に
よ
れ
ば
、
相
続
財
産
中
に
そ
こ
か
ら
債
務
を
支
払
う
他
の
物
が
な
い
と
き
は
、
〔
売
買
契
約

家
族
構
成
は
父
親
A
お
よ
び
息
子
B
で
あ
る
。

A
が
遺
言
を
作
成
し
て
、

B
を
相
続
人
に
指
定
す
る
と
と
も
に
、

B
に
対
し
、
相
続
財

産
中
の
地
所
を
第
三
者
に
譲
渡
し
ま
た
は
質
入
れ
す
る
こ
と
を
禁
止
し
て
（
傍
線
⑦
）
、
そ
の
地
所
が
正
当
な
婚
姻
に
よ
っ
て
出
生
し
た
子

そ
の
他
の
血
族
に

「
維
持
さ
れ
る

c
o
nseruariJ
こ
と

（
傍
線
⑧
）
を
内
容
と
す
る
信
託
遺
贈
の
義
務
を
負
わ
せ
た
。
こ
の
信
託
遺
贈
も
、

【0
1
_
-
0
6
】
と
同
様
、
譲
渡
（
質
入
れ
）
禁
止
文
言
と
出
捐
文
言
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
譲
渡
禁
止
文
言
に
質
入
れ
や
抵
当
設
定

(50
)
 

の
禁
止
が
加
わ
る
例
は
少
な
く
な
い
。
出
捐
文
言
は
、
基
本
的
に

in
familia relinquere
と
同
趣
旨
と
解
し
て
差
し
支
え
な
い
も
の
と

(51
)
 

思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
信
託
遺
贈
義
務
者
選
定
の
範
囲
は

《
家
族
》

よ
り
や
や
狭
い
か
も
し
れ
な
い
。
【01
】【
06
】
と
異
な
る
の
は
、
譲

渡
（
質
入
れ
）
禁
止
文
言
が
出
捐
文
言
と
は
文
法
的
に
独
立
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
譲
渡
禁
止
文
言
が
信
託
遺
贈
の
出
捐
文
言
と
は
必
ず

し
も
関
連
つ
け
ら
れ
ず
使
用
さ
れ
る
可
能
性
も
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る

（後
出

ー09
】
参
照
）
。

口
法
文
は
内
容
上
前
半
・
後
半
に
分
か
れ
る
。
前
半
部
分
の
事
案
は
こ
う
で
あ
る
。

B
が
相
続
債
権
者
C
に
対
し
負
っ
て
い
る
相
続

債
務
の
支
払
い
の
た
め
に

D
か
ら
資
金
を
借
り
入
れ
る
こ
と
と
し
、
そ
の
際
、
相
続
債
務
担
保
の
た
め
に
遺
言
者
が
自
ら
C
に
質
入
れ
し

た
質
物

(11
信
託
遺
贈
目
的
物
で
あ
る
地
所
）
を
借
入
金
債
務
の
た
め
の
質
物
と
し
て
流
用
し
た
上
、
弁
済
資
金
は

B
が
受
領
せ
ず
、

D

か
ら
C
へ
直
接
支
払
わ
れ
る
も
の
と
し
た
。
B
が
単
純
に
弁
済
資
金
を

D
か
ら
借
り
入
れ
て
C
に
弁
済
し
た
の
で
は
、
相
続
債
務
の
弁
済

は
〕
正
当
に
締
結
さ
れ
た
と
解
答
し
た
。
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消
滅
に
よ
っ
て
地
所
上
の
質
も
消
滅
す
る
。
そ
の
後
B
が
D
に
当
該
地
所
を
質
入
れ
す
る
と
、
質
入
れ
禁
止
の
定
め
に
抵
触
す
る
の
は
明

ら
か
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

B
は、

D
に
相
続
債
務
の
第
三
者
弁
済
を
さ
せ
る
形
を
と

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
B
が
死
亡
し
、
信

託
遺
贈
受
遺
者
E

（
お
そ
ら
く
A
の
「
正
当
な
婚
姻
か
ら
出
た
子
そ
の
他
の
血
族
」
に
含
ま
れ
る

B
の
指
定
相
続
人
）
が
、

D
に
対
し
地

所
の
引
渡
し
を
求
め
た
。
争
点
は

B
の
質
入
れ
行
為
の
正
当
性
如
何
で
あ
る
。

ス
カ
エ
ウ
ォ
ラ
は
、
「
〔
質
は
〕
正
当
に
設
定
さ
れ
た
」
と
解
答
し
た
。
c
o
n
t
r
a
h
e
r
e
は
、
互
い
の
同
意
に
よ
っ
て
成
立
し
た
法
律
関
係

(52) 

を
設
定
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
、
新
債
権
者
の
た
め
に
、
質
物
の
流
用
で
は
な
く
、
新
た
な
質
の
設
定
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
こ
こ
で
質
入
れ
禁
止
の
定
め
の
効
力
が
否
定
さ
れ
た
わ
け
で
は
あ
る
ま
い
。
む
し
ろ
、
ス
カ
エ
ウ
ォ
ラ
は
、
法
文
の
事
実
関
係

の
も
と
で
、
す
な
わ
ち
、
遺
言
者
自
身
が
存
命
中
に
信
託
遺
贈
目
的
物
を
質
入
れ
し
、
そ
れ
に
よ

っ
て
担
保
さ
れ
る
相
続
債
務
の
弁
済
資

金
の
借
り
入
れ
を
目
的
と
し
て
相
続
人
が
質
物
を
流
用
し
た
と
い
う
ケ
ー
ス
に
お
い
て
、
例
外
的
に
質
入
れ
禁
止
の
定
め
に
抵
触
し
な
い

も
の
と
判
断
し
た
と
解
さ
れ
る
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
相
続
債
務
の
弁
済
資
金
調
達
を
目
的
と
し
た
信
託
遺
贈
目
的
物
譲
渡
の
ケ
ー
ス
で

あ
る
後
半
部
分
に
お
い
て
す
ら
、
譲
渡
禁
止
の
定
め
の
効
力
を
否
定
し
た
も
の
と
み
ら
れ
な
い
こ
と
と
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
な
い
か
ら
で
あ

る
。
な
お

【07
】
か
ら
は
、
質
入
れ
禁
止
の
効
力
の
内
容
、
相
続
債
務
弁
済
資
金
借
入
れ
目
的
で
な
い
質
入
れ
を
し
た
場
合
の
処
理
（
特

に
、
質
権
者
の
主
観
的
態
様
は
問
題
に
な
る
の
か
ど
う
か
）
等
の
諸
問
題
は
、
明
ら
か
に
さ
れ
な
い
。

国

m
後
半
邸
分
は
、

B
が
相
続
債
権
者
C
へ
の
弁
済
資
金
を
得
る
た
め
に
、
信
託
遺
贈
目
的
物
で
あ
る
地
所
を
買
主

F
に
売
却
し
た

ケ
ー
ス
で
あ
る
（
複
数
の
地
所
が
複
数
の
買
主
に
売
却
さ
れ
て
い
る
が
、
便
宜
上
そ
の
う
ち
の

―
つ
の
売
却
の
み
を
考
え
る
）
。
そ
の
後
B

が
死
亡
し
、
信
託
遺
贈
受
遺
者
E
が、

F
に
対
し
地
所
の
取
戻
し
を
試
み
た
。
争
点
は
、
信
託
遺
贈
を
知
ら
な
か
っ
た

F
が
、
地
所
を
有

効
に
買
っ
た
の
か
ど
う
か
で
あ
る
。

2
 
【07
】
（後
半
部
分
）

で
は

‘
-06
】
と
は
異
な
り
、
買
主
の
主
観
的
態
様
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
を
要
す
る
。
こ
の
点
、
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を
考
慮
し
て
い
る
こ
と
は
、
確
認
し
う
る
。

通
常
の
信
託
遺
贈
に
つ
い
て
、
信
託
遺
贈
義
務
者
が
目
的
物
を
第
三
者
に
譲
渡
し
た
場
合
の
法
律
関
係
に
関
す
る
ス
カ
エ
ウ
ォ
ラ
の
見
解

(53) 

【

08
】
学
説
彙
纂
三
一
・
八
九
・
七
（
ス
カ
エ
ウ
ォ
ラ
『
解
答
録
』
四
巻
）

夫
が
妻
を
全
相
続
財
産
に
つ
い
て
相
続
人
に
指
定
し
、
遺
言
者
は
、
そ
の
者
〔
II
妻〕

の
死
後
、
小
書
付
が
開
封
さ
れ
る
よ
う
定
め

た
。
妻
は
、
相
続
財
産
中
の
地
所
を
、
自
分
と
の
関
係
で
は
不
要
な
も
の
と
考
え
て
売
却
し
た
。
買
主
は
次
の
こ
と
を
問
う
。
妻
の
死(54
)
 

後
、
小
書
付
に
お
い
て
信
託
遺
贈
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
相
続
財
産
を
取
得
し
た
者
に
よ
っ
て
、
こ
の
売
却
の
効
力
が
否
定
さ
れ
る

(
r
e
t
r
a
c
t
a
r
i)
こ
と
が
あ
る
の
か
ど
う
か
、
反
対
に
、
代
金
額
が
妻
の
相
続
人
に
対
し
、
信
託
遺
瞳
受
遺
者
た
ち
の
た
め
に
義
務
づ
け
ら

れ
る
に
す
ぎ
な
い
の
か
ど
う
か
、
と
。
私
は
、
買
主
の
不
知
と
同
様
、
妻
の
不
知
も
理
由
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
妻
の
相
続
人
が

代
金
を
信
託
遺
贈
受
遺
者
に
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
農
場
は
買
主
の
も
と
に
と
ど
ま
る
、
と
解
答
し
た
。

遺
言
者
（
夫
）

の
死
後
、
通
常
の
信
託
遺
贈
が
な
さ
れ
た
こ
と
に
つ
き
不
知
の
指
定
相
続
人
11

信
託
遺
謄
義
務
者
（
妻
）
が
、
信
託
遺

贈
目
的
物
で
あ
る
地
所
を
第
一二
者
に
売
却
し
た
。
争
点
は
、
妻
の
死
後
、
信
託
遺
賭
受
遺
者
は
、
田
買
主
に
対
し
売
却
の
効
力
を
否
定
す

る
こ
と
が
で
き
る
の
か
（
そ
の
後
の
地
所
取
戻
し
が
想
定
さ
れ
る
の
だ
が
、
法
文
上
は
明
記
さ
れ
な
い
）
、
そ
れ
と
も
、
但
妻
の
相
続
人
に

対
し
代
金
額
の
支
払
い
を
求
め
う
る
に
と
ど
ま
る
の
か
、
で
あ
る
。
ス
カ
エ
ウ
ォ
ラ
は
、
信
託
遺
贈
の
事
実
に
つ
い
て
信
託
遺
贈
義
務
者
、

買
主
が
と
も
に
不
知
だ
っ
た
こ
と
を
理
由
に
、
右
団
を
支
持
し
た
。
両
者
の
う
ち

一
方
ま
た
は
双
方
が
不
知
で
は
な
い
諸
場
合
に
ど
の
よ

う
な
処
理
が
な
さ
れ
る
か
は
、
こ
の
法
文
か
ら
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、

が
伝
わ
る
。

ス
カ
エ
ウ
ォ
ラ
が
当
事
者
の
主
観
面
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か
し
、 ③

【07
ー
と

【08
】
を
比
較
す
る
と
、
買
主
が
信
託
遺
贈
の
存
在
に
つ
き
不
知
で
あ
る
の
は
、
共
通
し
て
い
る
。
し
か
し
、
少
な
く
と

も、

【07
】
で
は
、

い
譲
渡
禁
止
の
定
め
の
付
着
し
た
家
族
信
託
遺
贈
で
あ
る
こ
と
、
田
信
託
遺
瞳
義
務
者
が
侶
託
遺
贈
の
事
実
を
知
っ
て

い
る
こ
と
、
お
よ
び
、
叫
相
続
債
務
弁
済
の
必
要
に
迫
ら
れ
た
売
却
で
あ
る
こ
と
が
、

【08
】
と
は
相
違
す
る
。
【07
】
で
は
、
「
相
続
財
産

中
に
そ
こ
か
ら
債
務
を
支
払
う
他
の
物
が
な
い
と
き
」
に
、
例
外
的
に
譲
渡
の
効
力
が
認
め
ら
れ
る
も
の
と
読
む
こ
と
が
で
き
、
右
詞
が、

信
託
遺
贈
受
遺
者
E
の
買
主

F
に
対
す
る
取
戻
し
を
認
め
な
い
結
論
を
導
く
直
接
の
根
拠
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
故
、
仮
に

【07
】
と

【08
】
の
相
違
点
が
右
（
．
い
の
み
で
あ
れ
ば
、
つ
ま
り
、
例
え
ば
、
信
託
遺
贈
義
務
者
に
よ
る
単
な
る
売
却
で
あ
れ
ば
、
信
託
遺
贈
受
遺

者
に
よ
る
取
戻
し
が
認
め
ら
れ
る
結
論
と
な
り
そ
う
で
あ
る
。
譲
渡
禁
止
の
定
め
の
効
力
は
こ
の
点
に
見
出
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し

(55) 

F
は
不
知
で
は
な
い
n
o
n
ignora
u
erunt
と
読
む
有
力
な
見
解
も
あ
り
、
今
後
の
検
討
課
題
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

こ
れ
ま
で
不
十
分
な
が
ら
も
、
遺
言
に
よ
る
譲
渡
禁
止
に
関
す
る
学
説
彙
纂
の
三
法
文
(
【01
】
-06
】【
07
】
)
を
検
討
し
た
。

遺
言
に
よ
る
譲
渡
禁
止
が
家
族
信
託
遺
贈
と
密
接
に
関
連
づ
け
ら
れ
て
な
さ
れ
る
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。
仮
に
家
族
信
託
遺
贈
に
譲
渡

禁
止
の
定
め
が
付
加
さ
れ
な
い
と
す
る
と
、
こ
れ
が
付
加
さ
れ
て
い
る
場
合
と
比
べ
て
、
如
何
な
る
違
い
が
あ
る
の
か
。
逆
に
、
譲
渡
禁

止
の
定
め
が
家
族
信
託
遺
贈
か
ら
切
り
離
さ
れ
て
、

単
独
で
遺
言
に
書
か
れ
る
と
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

(56) 

信
託
遺
贈
は
、
遺
贈

legatum
の
方
式
を
践
ま
な
い
で
行
わ
れ
る
終
意
死
因
の
出
捐
行
為
で
あ
る
。
当
初
、
信
託
遺
贈
は
法
的
保
護
を

(58) 

受
け
ら
れ
な
か

っ
た
が
、
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
が
保
護
を
与
え
る
道
が
開
い
て
以
来
、
こ
れ
が
漸
次
確
定
的
な
も
の
と
な

っ
て
い

っ
た
。
そ

の
効
力
は
、

【06
】
で
述
べ
た
よ
う
に
、
対
人
的
（
債
権
的
）
な
も
の
と
さ
れ
、
信
託
遺
賄
の
内
容
が
農
場
な
ど
特
定
の
物
の
引
渡
し
の
場

合
に
は
、
信
託
遺
贈
受
遺
者
は
同
義
務
者
に
対
し
、
信
託
遺
贈
の
履
行
（
目
的
物
の
引
渡
し
）
を
求
め
る
べ
き
こ
と
と
な
る
。

家
族
信
託
遺
贈
の
場
合
に
は
、
遺
言
者
の
死
亡
か
ら
権
利
発
生
日

（
信
託
遺
贈
義
務
者
の
死
亡
時）

ま
で
が
長
期
間
に
わ
た
る
可
能
性

が
あ
る
。
そ
れ
故
、
遺
言
者
が
譲
渡
禁
止
の
定
め
を
お
く
の
は
、
信
託
遺
贈
義
務
者

(
11
指
定
相
続
人
）
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
応
じ

四
曰
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w 皿 II 
ー
た）
。

（二）
て
、
権
利
発
生
日
以
前
に
目
的
物
を
第
三
者
に
譲
渡
す
る
こ
と
へ
の
危
惧
感
の
現
れ
で
あ
る
、
と
一
応
は
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
実
際
、

【06
】【
07
】
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
信
託
遺
贈
受
遺
者
が
、
同
義
務
者
か
ら
目
的
物
を
譲
受
け
た
者
か
ら
目
的
物
を
取
り
戻
す
こ
と
の
可

否
や
、
信
託
遺
贈
受
遺
者
が
同
義
務
者
に
対
し
、
担
保
問
答
契
約
の
締
結
を
求
め
る
こ
と
の
可
否
が
問
題
と
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
右
の
諸
問
題
は
、
債
権
遺
贈
や
通
常
の
信
託
遺
贈
に
お
い
て
条
件
や
期
限
が
付
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、

的
に
問
題
と
な
り
う
る
。
こ
れ
ら
の
場
合
に
も
目
的
物
譲
渡
禁
止
の
定
め
は
広
く
利
用
さ
れ
て
然
る
べ
き
で
あ
り
、
家
族
信
託
遺
贈
に
限

定
さ
れ
る
べ
き
必
然
性
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
学
説
棠
纂
に
採
録
さ
れ
た
遺
言
に
よ
る
譲
渡
禁
止
に
関
す
る
法
文
の
大

半
は
、
家
族
信
託
遺
贈
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
遺
言
に
よ
る
譲
渡
禁
止
の
意
義
は
、
右
の
よ
う
な
一
般
的
な
理
由
で
は

説
明
し
尽
く
す
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

遺
言
に
よ
る
譲
渡
禁
止
に
関
す
る
諸
法
文
の
出
現
が
特
定
の
時
期
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
に
は
、
と
り
わ
け
注
意
を
要
す
る
。
管

見
の
限
り
の
法
文
を
、
お
お
よ
そ
の
成
立
時
期
に
従

っ
て
配
列
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る

義
人
で
あ
る
法
学
者
名
・
皇
帝
名
で
一
括
し
て
示
し
た
。

(59) 

碑
文
「
ダ
ス
ミ
ウ
ス
の
遺
言

T
e
s
ta
m
e
n
t
u
m
P
.
 D
a
s
u
m
ii 
T
u
sc
i
 nobilis viri
」
（
後
一
〇
八
年
成
立
・
ロ
ー
マ
郊
外
出
土
）

(60
)
 

ウ
ア
レ
ン
ス
：
・
・
：
学
説
彙
纂
ー
ニニ

・
九
四

（
『
信
託
遺
贈
論
』
二
巻
）

(61
)
 

マ
ル
ケ
ッ
ル
ス
：
．．．． 
学
説
彙
纂
三
五
・

ニ

・
五
四
（
『法
学
大
全

一
五
巻
』
）

(62
)
 

ス
カ
エ
ウ
ォ
ラ
・
・
・
・
・
・
学
説
彙
纂
三

一

巻
）
、
同
三
ニ

・
三
八
・
序
、

一
、
こ
、
：
こ
、
四
、

五
、
六
、
七
（
『法
学
大
全
」

・
八
七
・
ニ

一
人
の
法
学
者
名
義
の
法
文
が
複
数
存
す
る
と
き
は
学
説
彙
纂
の
配
列
に
従

っ

（
『
解
答
録』

一
四
巻
）
、
同
三
一

一
五
（
『
解
答
録
』
三

一
九
巻
）
、
同
三
ニ

・
九
三
・
序

（
『
解
答
録
』

¥
¥
・

六、

，ノ
ーノ

一
四
、

（
学
説
彙
慕

・
勅
法
彙
纂
の
法
文
は
、
そ
の
名 几又

一
舟



209 古典期ローマ法における遺言による譲渡禁止 (209) 

て
い
る
こ
と
で
あ
る

右
の
一
覧
か
ら
明
ら
か
な
の
は
、

五
賢
帝
時
代
末
か
ら
セ
ウ
ェ
ー
ル
ス
朝
初
期
に
か
け
て
の
時
代
I

ロ
ー
マ
法
学
史
上
の
盛
期
古
典

(67
)
 

期

(
H
o
c
h
k
l
a
s
s
i
k
)
末
か
ら
晩
期
古
典
期

(
S
p
a
t
k
l
a
s
s
i
k
)

初
期
に
か
け
て
1

の
五
〇
＼
六

0
年
の
間
に
、
大
半
の
法
文
が
提
供
さ
れ

1X VIII VII 

九
巻
）

VI ＞
 
三
巻
）
、
同
三
三

・
一
・
一
八

・
序

（『
法
学
大
全
』

・
I
O
八
（
『
法
学
大
全
』

パ
ピ
ル
ス
文
書
「
ガ
ー
イ
ウ
ス

・
ロ
ン
ギ
ー
ヌ
ス
・

カ
ス
ト
ル
の
遺
言
T
e
s
t
am
e
n
t
u
m
C. L
o
n
g
i
n
i
 C
a
s
t
o
r
i
s
」
（
後
一
九
四
年
成

(63
)
 

（？）

出
土
）

立
・
エ
ジ
プ
ト
の
カ
ラ
ニ
ス

(64
)
 

パ
ー
ピ
ニ
ア
ー
ヌ
ス
：
．．．． 
学
説
彙
纂
三

一
・
六
七
・
五
（
『質
疑
録
」

九
巻
）
、
同
一―二

・
七
七
•
一
―
‘

一
八
、

(65
)
 

マ
ル
キ
ア
ー
ヌ
ス
：
．．．． 
学
説
彙
纂
三

O・

――

四
・
一
四
、

(66
)
 

モ
デ
ス
テ
ィ
ー
ヌ
ス
：
・
・
：
学
説
彙
慕
三
一

・
三
四
・

ニ
（
『解
答
録
』

セ
ウ
ェ
ー
ル
ス
・
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
帝
：
．．．． 
勅
法
棠
纂
六
•
四
ニ
・
四

（皿
．

w
．

v

•
V
I
)
。

と
り
わ
け
、

法
文
の
名
義
人
を
基
準
に
す
る
と
、

一五、

一
九
巻
）
、
同
三
六

1
0
巻）

一
四
巻
）
、
同
三
三
・
ニ

・
三
四
・
一

二
七
、
二
八

ー
ル
ス
お
よ
び
カ
ラ
カ

ッ
ラ
両
皇
帝
の
勅
答
を
伝
え
る
の
で
、

（
『
法
学
大
全
』

（
『
法
学
大
全
j

・
八

0

(七
八
）
・
一
三
（
『
法
学
大
全
j

ニ―

巻
）

八
巻
）
、
同
三
一
・
七
八
．
―
―
―

一
五
＼
一
八
（
「法
学
提
要
j

八
巻
）

Vll.vm.IX
が
晩
期
古
典
期
に
属
す
る
が
、

（
後
ニ
ニ
―
―
一年
）

一
八
巻
）
、
同
三
五
・

（
『
法
学
大
全
』

ス
カ
エ
ウ
ォ
ラ
と
パ
ー
ピ
ニ
ア
ー
ヌ
ス
ヘ
の
集
中
が
興
味
深
い

(
W
•
V
I
)
。

VII
の
諸
法
文
は
い
ず
れ
も
セ
プ
テ
ィ
ミ
ウ
ス
・
セ
ウ
ェ

VI
と
ほ
ぼ
同
時
期
と
考
え
て
よ
い
。
そ
し
て
、
法
文
の
集
中
は

VII
が
一
応

の
区
切
り
と
な
り
、
以
後
は
単
発
的
に
出
現
す
る
の
み
と
な
る
。
右
一
覧
に
パ
ウ
ル
ス
、
ウ
ル
ピ
ア
ー
ヌ
ス
名
義
の
法
文
が
含
ま
れ
な
い

(68) 

の
は
奇
妙
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
右
一
覧
は
史
料
が
時
代
的
に
偏
在
し
て
い
る
と
み
て
差
し
支
え
な
く
、
前
項
で
述
べ

一
九
巻
）
、
同
三

一
・
六
九
•
一
、
三
＼
四
（
『
質
疑
録
j
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た
よ
う
に
、
遺
言
に
よ
る
譲
渡
禁
止
は
一
般
的
な
理
由
で
片
付
け
ら
れ
な
い
問
題
を
含
ん
で
い
る
と
い

っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
ー
の
碑
文
は
譲
渡
禁
止
の
定
め
が
普
及
し
始
め
た
時
期
を
考
え
る
上
で
極
め
て
重
要
な
意
味
を
有
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
こ
れ
は
遺
言
を
転
記
し
た
碑
文
の
断
片
で
あ
る
た
め
、
校
訂
作
業
に
あ
た
っ
て
は
校
訂
者
が
大
幅
な
補
充
を
行
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

(69) 

ー
の
譲
渡
禁
止
の
定
め
と
み
ら
れ
る
箇
所
も
多
く
が
校
訂
者
の
補
充
に
か
か
る
も
の
で
あ
る
。
遣
言
に
よ
る
譲
渡
禁
止
の
考
察
の
際
に
ど

(70) 

の
程
度

I
を
尊
重
す
る
べ
き
か
の
議
論
も
あ
り
、
慎
重
な
取
り
扱
い
が
求
め
ら
れ
る
。

ロ
右
に
述
べ
た
意
味
に
お
け
る
遺
言
に
よ
る
譲
渡
禁
止
と
家
族
信
託
遺
贈
の
特
殊
な
関
係
に
つ
い
て
、
主
な
学
説
は
次
の
よ
う
に
考

え
て
き
た
。

(71) 

バ
ッ
ク
ラ
ン
ド
は
、
家
族
信
託
遺
贈
の
形
成
に
関
す
る
次
の
仮
説
を
提
示
す
る
。
す
な
わ
ち
、
遺
言
者
は
、
当
初
は
有
効
と
さ
れ
て
い

た
不
確
定
人
を
儒
託
遺
賭
受
遺
者
と
す
る
信
託
遺
贈
等
を
巧
み
に
利
用
し
て
、
相
続
財
産
を
子
世
代
・
孫
世
代
へ
と
承
継
さ
せ
て
い
た
。

ハ
ド
リ
ア
ー
ヌ
ス
帝
時
代
の
元
老
院
議
決
は
不
確
定
人
の
た
め
の
信
託
遺
贈
を
無
効
と
し
た
の
で
(
【03
】
参
照
）
、
遺
言
者
は
そ
の
遺
言

中
に
、
農
場
な
ど
信
託
遺
贈
目
的
物
の
譲
渡
禁
止
文
言
を
挿
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
同
じ
結
果
を
得
よ
う
と
試
み
た
。
し
か
し
、
学
説
彙

纂
三

O
・
―
―
四
・
一
四
（
マ
ル
キ
ア
ー
ヌ
ス
『
法
学
提
要
』
八
巻
）
（
後
出

【
09
】
)
の
伝
え
る

S
・
セ
ウ
ェ
ー
ル
ス
お
よ
び
カ
ラ
カ
ッ

ラ
両
皇
帝
の
勅
答
が
、
譲
渡
禁
止
の
定
め
は
信
託
遺
贈
と
結
び
付
け
ら
れ
な
い
限
り
無
効
と
判
断
し
た
の
で
、

一
01
ー
に
現
れ
た
よ
う
な
家

族
信
託
遺
贈
が
確
定
的
な
も
の
と
な
っ
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

(72) 

し
か
し
、
近
時
、
ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
が
、
不
確
定
人
の
た
め
の
信
託
遺
贈
に
関
す
る
右
元
老
院
議
決
に
も
か
か
わ
ら
ず
《
家
族
》
に
遺
さ

れ
た
信
託
遺
贈
は
有
効
と
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
等
を
指
摘
し
て
、
バ

ッ
ク
ラ
ン
ド
の
仮
説
に
疑
問
を
提
出
し
た
。
の
み
な
ら
ず
、
彼
は
家

族
信
託
遺
贈
関
連
法
文
の
詳
細
な
検
討
を
経
て
、
右
勅
答
で
取
り
扱
わ
れ
た
譲
渡
禁
止
の
定
め
の
効
力
の

「制
限
」
は
、
通
常
信
託
遺
贈

の
効
力
と
い
う
一
般
的
問
題
の
中
に
解
消
さ
れ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
、

家
族
信
託
遺
贈
は
家
族
に
代
々
伝
え
ら
れ
て
い
く
べ
き
財
産
を
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稿
で
は
立
ち
入
ら
な
い
。

学
説
彙
纂
＿
―

1
0

（
マ
ル
キ
ア
ー
ヌ
ス

（マ

ル
キ
ア
ー
ヌ
ス

一
四

一
四

（マ

ル
キ
ア
ー
ヌ
ス

『法
学
提
要
』
八
巻
）

（四）
形
成
す
る
手
段
し
て
は
ほ
と
ん
ど
意
味
が
な
い
、
と
主
張
し
た
。

バ
ッ
ク
ラ
ン
ド
の
仮
説
に
対
す
る
ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
の
疑
問
は
正
当
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
右
勅
答
の
位
置
づ
け
に
関
す
る
ジ
ョ
ン
ス
ト
ン

の
見
解
は
、
前
項
で
指
摘
し
た
史
料
と
な
る
法
文
の
集
中
、

特
に
右
勅
答
を
伝
え
る
マ
ル
キ
ア
ー
ヌ

ス
法
文

(vn
)を
境
と
し
た
法
文
数

の
激
減
に
関
す
る
重
要
な
示
唆
を
含
む
。
こ
の
見
解
を
本
稿
で
十
分
に
検
討
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

か
く
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
次
章
に
お
い
て
、

S
・
セ
ウ
ェ

ー
ル
ス
お
よ
び
カ
ラ
カ
ッ
ラ
両
帝
の
勅
答
を
伝
え
る
学
説
棠
纂
三

O・

―
―
四
・

一
四

学
説
彙
慕
―
―

1
0• 
I
 

『
法
学
提
要
』

一
四

・
一
四

八
巻
）
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

『
法
学
提
要
』

八
巻
）

(73
)
 

の
テ
ク
ス
ト
と
試
訳
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
な

お
、
説
明
の
便
宜
上
、
後
続
の
第

一
五
項
も
掲
記
し
て
お
い
た
。
第
一
五
項
な
い
し
第
一
八
項
は
ひ
と
ま
と
ま
り
の
法
文
で
あ
る
が
、
本

(74
)
 

.
d
 

②
 

【

09】

D
.
3
0
,
1
1
4
,
 
14

—

15 

(
M
a
r
c
ian. 8
 m
s
t
.
)
:
 

14•

(
Diui 

S
e
u
e
r
u
s
 et A
n
t
o
n
i
n
u
s
 re
s
c
n
p
s
e
r
u
n
t
 
e
o
s
,
 
Q
U
I
 t
e
s
t
a
m
e
n
t
o
 u
e
t
a
n
t
 Q
U
I
 

a
li
e
nari n
e
e
 c
au
s
am
 e
xp
r
i
m
u
n
t
,
 p
r
o
p
t
e
r
 q
u
a
m
 id fi
e
ri 
u
e
lint, 
ni
si
 in
u
e
n
i
tu
r
 p
e
r
s
o
na, c
u
i
u
s
 r
e
s
p
e
c
t
u
 h
o
c
 a
 te
s
t
a
t
o
r
e
 

d
i
s
p
o
s
i
t
u
m
 est. nullius e
s
s
e
 m
o
m
e
n
t
i
 s
c
r
ip
t
u
ra
m
,
 q
u
a
s
i
 nu
d
u
m
 p
r
a
e
c
e
p
t
u
m
 reliquerint, q
u
i
a
 t
a
l
e
m
 le
g
e
m
 t
e
s
t
a
m
e
n
t
o
 

n
o
n
 p
o
s
s
u
n
t
 dice
r
e:
③

q
u
o
d
 si
 lib
e
ris a
u
t
 p
o
ste
n
s
 a
u
t
 lib
ert1s 
a
u
t
 h
e
r
e
d
i
b
u
s
 au
t
 a
lii
s
 qu
i
b
u
s
d
a
m
 pe
r
s
o
r
n
s
 c
o
n
s
u
l
e
n
t
e
s
 

e
i
u
s
m
o
d
i
 u
o
l
u
n
t
a
t
e
m
 significarent
,
 
e
a
r
n
 s
e
r
u
a
n
d
a
m
 e
s
s
e
,④
s
e
d
 h
a
e
c
 n
e
q
u
e
 cr
e
d
i
t
o
r
i
b
u
s
 ne
q
u
e
 fisco fraudi esse: n
a
m
 

解
の
た
め
の
要
に
位
置
す
る
の
は
疑
い
な
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
右
勅
答
が
理

(211) 
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si
 he
r
e
d
i
s
 p
r
o
p
t
e
r
 testatori
s
 cr
e
d
i
t
o
r
e
s
 b
o
n
a
 u
e
n
ie
runt. f
o
r
t
u
n
a
m
 c
o
m
m
un
e
m
 fi
d
e
i
c
o
m
m
i
s
s
arii 
q
u
o
q
u
e
 s
e
q
u
u
n
t
u
r
.
 
1s
.
 

C
u
m
 p
a
t
e
r
 filio 
h
e
r
e
d
e
 instituto, 
e
x
 q
u
o
 tres h
a
b
u
e
r
a
t
 n
epotes̀

fideicommisit. n
e
 fu
n
d
u
m
 alienaret et u
t
 in familia 

r
e
linqu
eret, et fil
iu
s
 de
c
e
d
e
n
s
 du
o
s
 he
r
e
d
e
s
 in
st
itui
t, 
terti
u
m
 ex
h
e
r
e
d
a
uit, e
u
m
 fu
n
d
u
m
 e
x
t
r
an
e
o
 le
g
aui
t, 
diui S
e
u
e
r
u
s
 

et A
n
t
o
n
i
n
u
s
 re
s
c
r
i
p
s
e
r
u
n
t
 u
e
r
u
m
 e
s
s
e
 n
o
n
 p
a
r
u
i
s
s
e
 uol
u
ntati d
e
f
u
n
c
t
i
 filium. 16
.
 

S
e
d
 et si
 
[
：
.

]
 

【

09
】
学
説
彙
慕
三

O・

一
四
・
一
四
＼
一
五

一
四
①
神
皇
〔
セ
プ
テ
ィ
ミ
ウ
ス
・

〕

『
法
学
提
要
』

八
巻
）

セ
ウ
ェ
ー
ル
ス
お
よ
び
同
ア
ン
ト
ー
ニ
ー
ヌ
ス

令
し
た
。
〔
す
な
わ
ち
、
〕

盈
追
言
に
よ
っ
て
何
か
あ
る
物
が
譲
渡
さ
れ
る
の
を
禁
止
し
て
、
何
故
に
そ
の
こ
と
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
欲
す

(75
)

（

76) 

る
の
か
理
由

(ca
u
s
a
)
を
明
ら
か
に
し
な
い
者
の
書
き
付
け
は
、
こ
の
こ
と
が
誰
の
こ
と
を
考
慮
し
て
遺
言
者
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
の

(77) 

か
が
明
ら
か
に
さ
れ
な
い
限
り
、
無
効
で
あ
る
。
何
故
な
ら
、
拘
束
力
の
な
い
定
め

(n
u
d
u
m

p
r
a
e
c
e
p
t
u
m
)
を
遺
し
た
か
ら
で
あ

る
。
と
い
う
の
も
、
そ
の
よ
う
な
定
め
を
遺
言
で
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
③
し
か
し
も
し
、
卑
属
、
後
生
子
、
被
解
放
者
、

相
続
人
そ
の
他
の
者
を
よ
く
考
慮
す
る
者
た
ち
が
、
そ
の
よ
う
な
種
類
の
意
思
を
表
現
し
た
の
な
ら
ば
、
そ
の
意
思
は
遵
守
さ
れ
る
べ

き
で
あ
る
。
④
し
か
し
、
こ
れ
は
、
債
権
者
に
対
し
て
も
、
国
庫
に
対
し
て
も
、
不
利
益
と
な
る
も
の
で
は
な
い
。
何
故
な
ら
、
相
続
人

の
総
財
産
が
遺
言
者
の
債
権
者
た
ち
の
た
め
に
売
却
さ
れ
る
と
き
は
、
信
託
遺
贈
受
遺
者
も
ま
た
共
同
の
運
命
に
従
う
か
ら
で
あ
る
、

一五

父
親
が
息
子
か
ら
出
た
三
人
の
孫
を
有
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
息
子
を
相
続
人
に
指
定
し
て
、
農
場
を
譲
渡
し
な
い
こ
と
、
お

よ
び
、
〔
そ
の
農
場
を
〕

家
族
の
中
に
遺
す
こ
と
を
信
義
に
委
ね
た

(fide
ic
o
m
m
is
it,
n
e
 f
u
n
d
u
m
 a
li
e
n
a
r
e
t
 et u
t
 in 
familia 

r
e
lin
q
u
e
r
e
t
)
場
合
に
お
い
て
、
死
亡
し
た
息
子
は
〔
三
人
の
孫
の
う
ち
〕
二
人
の
相
続
人
を
指
定
し
て
、

三
人
目
を
相
続
廃
除
し
、
そ

セ
ウ
ェ

ー
ル

ス
お
よ
び
神
皇
ア
ン
ト
ー

の
農
場
を
家
外
者
の
た
め
に
遺
贈
し
て
い
た
。
こ
の
場
合
に
、
神
皇
〔
セ
プ
テ
ィ
ミ
ウ
ス
・

〕

と
。

（
マ
ル
キ
ア
ー
ヌ
ス

〔
・
カ
ラ
カ
ッ
ラ
〕
は
、
〔
次
の
よ
う
に
〕
指
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り
の
な
い
限
り
、
第
一
四
項
の
勅
答
を
指
す
も
の
と
す
る
。

(78
)
 

ニ
ー
ヌ
ス
〔
・
カ
ラ
カ
ッ
ラ
〕
は
、
確
か
に

(u
e
r
u
m
)
、
息
子
は
死
者
の
意
思
に
従
わ
な
か

っ
た
、
と
勅
答
し
た
。

-09
】
が
伝
え
る
の
は
、
セ
プ
テ
ィ
ミ
ウ
ス
・
セ
ウ
ェ

ー
ル
ス
お
よ
び
ア
ン
ト
ー
ニ
ー
ヌ
ス
・
カ
ラ
カ
ッ
ラ
の
両
皇
帝
の
勅
答
（
ニ

件
）
で
あ
る
（
テ
ク
ス
ト
・
試
訳
①）。

信
託
遺
贈
に
関
す
る
訴
訟
な
の
で
、
通
常
の
方
式
書
訴
訟
手
続
で
は
な
く
、
特
別
訴
訟
手
続

(79) 

c
o
g
niti
o
 extra o
r
d
i
n
e
m
に
よ
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。
ま
た
、
両
皇
帝
の
名
義
の
共
同
に
よ
り
、
勅
答
発
布
時
期
は
い
ず
れ
も
後
一
九
八

(80) 

年
頃
か
ら
同
ニ
―
一
年
頃
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
勅
答
が
マ
ル
キ
ア
ー
ヌ
ス

『
法
学
提
要

Inst
itu
tiones
J
に
採
録
さ
れ
た
こ
と
は
意
義

深
い
。
と
い
う
の
も
、
勅
答
の
取
り
扱
う
遺
言
に
よ
る
譲
渡
禁
止
の
許
容
性
（
第
一
四
項
）
お
よ
び
家
族
信
託
遺
贈

（
第
一
五
項
以
下
）

が
古
典
期
末
の
法
学
教
育
に
お
け
る
基
本
的
事
項
で
あ
っ
た
こ
と
、
第
一
五
項
の
家
族
信
託
遺
贈
i

【

01
】
に
お
け
る
信
託
遺
贈
の
文

言
お
よ
び
前
提
と
な
る
家
族
構
成
が
と
も
に
同

一
で
あ
る
ー

が
古
典
期
末
に
は
家
族
信
託
遺
贈
の
典
製
例
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
こ

と
、
お
よ
び
、
遺
言
に
よ
る
譲
渡
禁
止

（
第
一
四
項
）
と
家
族
信
託
遺
贈
（
第

一
五
項
以
下
）
の
間
に
密
接
な
関
連
性
が
あ
る
こ
と
が
示

(81
)
 

唆
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
第
一
五
項
以
下
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
検
討
す
る
こ
と
と
し
、
以
下
、
「
勅
答
」
と
は
、
特
に
こ
と
わ

遺
言
に
よ
る
譲
渡
禁
止
の
定
め
の
効
力
に
つ
い
て
勅
答
が
示
す
準
則
は
、
次
の
よ
う
に
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
（
テ
ク
ス

三

H

ト
・
試
訳
②）。

す
な
わ
ち
、
遺
言
に
よ

っ
て
相
続
財
産
中
の
物
の
譲
渡
を
禁
止
す
る
定
め
の
う
ち
、
遺
言
者
が
そ
の
定
め
の

c
a
u
s
a
(理

由
）
を
明
ら
か
に
し
な
い
も
の
は
、
原
則
と
し
て
無
効
で
あ
る
。
そ
の
根
拠
は
、
右
の
定
め
は
遺
言
で
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
が
故
に
拘

束
力
が
な
い

n
u
d
urn
p
r
a
e
c
e
pturn
と
い
う
点
に
求
め
ら
れ
る
。
右
の
原
則
に
は
例
外
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
遺
言
者
が
誰
の
こ
と
を
考

慮
し
て
譲
渡
禁
止
の
定
め
を
行
っ
た
の
か
が
明
ら
か
で
あ
る
場
合
に
は
、
譲
渡
禁
止
の
定
め
が
無
効
と
な
ら
な
い
余
地
が
あ
る
。
以
下
、

（
後
略
）

＿
六

し
か
し
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順
次
検
討
し
よ
う
。

,

'

,

9

9

 

ニ
ー

9

9

9

9

 

ま
ず
、
右
の
準
則
に
お
け
る
原
則
論
を
検
討
す
る
。
こ
こ
で
遺
言
に
よ
る
譲
渡
禁
止
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
は
疑
い
な
い
。

c
a
u
s
a
を
明
ら
か
に
し
な
い
譲
渡
禁
止
の
定
め

(
n
e
e
c
a
u
s
a
m
 e
x
p
r
i
m
u
n
t
,
 p
r
o
p
t
e
r
 q
u
a
m
 id fieri uelint
)
と
は
何
か
。
c
au
s
a
は
多

(82) 

義
的
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
例
外
規
定
と
関
連
す
る
の
で
、
と
り
あ
え
ず
措
く
こ
と
と
し
た
い
。
と
は
い
え
、
第
一
四
項
と
第

一
五
項
の

関
連
性
に
鑑
み
れ
ば
、
信
託
遺
贈
に
よ
る
出
捐
文
言
な
き
譲
渡
禁
止
の
定
め
（
以
下
「
単
純
な
譲
渡
禁
止
の
定
め
」
と
呼
ぶ
。）

を
指
す
も

の
と

一
応
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
し
あ
た
り
そ
の
推
測
の
も
と
で
検
討
を
進
め
る
。

(83) 

学
説
彙
纂
は
、
単
純
な
譲
渡
禁
止
の
定
め
を
伝
え
る
複
数
の
法
文
を
採
録
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
か
よ
う
な
定
め
が
当
時
相
当
程

,
＇
,
 

2
 

9

9

 

度
普
及
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
と
考
え
て
よ
い
。
そ
の
う
ち
次
の
法
文
は

（ス
カ
エ
ウ
ォ
ラ

「法
学
大
全
』

(85) 

筆
頭
百
人
隊
長
ユ
ー
リ
ウ
ス

・
ア
グ
リ
ッ
パ
が
、
彼
の
遺
言
に
お
い
て
、
〔
次
の
よ
う
に
〕
定
め
た
。
彼
の
相
続
人
が
、
彼
の
遺
産
と

別
荘
地
あ
る
い
は
大
邸
宅
を
、
い
か
な
る
方
法
で
も
質
入
れ
せ
ず
、
ま
た
は
、
い
か
な
る
方
法
で
も
譲
渡
し
な
い
こ
と

(n
e
u
l
l
o
mo
d
o
 

r
e
l!qui
a
s
 e
ius et p
r
a
e
d
i
u
m
 s
u
b
u
r
b
a
n
u
m
 a
u
t
 do
m
u
m
 m
a
i
o
r
e
m
 h
e
r
e
s
 e
ius pi
g
n
e
r
a
ret a
u
t
 ullo m
o
d
o
 a
lienar
e
t)
、
レ
J
o

奎
戸

か
れ
た
相
続
人
で
あ
る
彼
の
娘
は
、
自
分
の
娘
で
あ
る
筆
頭
百
人
隊
長
の
孫
娘
を
相
続
人
と
し
て
遺
し
て
い
る
。
そ
の
孫
娘
は
同
じ
財

産
を
長
い
間
占
有
し
、
死
亡
の
時
に
家
外
者
た
ち
を
相
続
人
に
指
定
し
た
。
問
題
と
な

っ
た
の
は
、
彼
女

〔II
孫
娘
〕

【1
0】
学
説
彙
纂
三
ニ

・
三
八

•
四

つ
も
の
と
思
わ
れ
る
。

(84) 

一
九
巻）

の
諸
々
の
地
所

を
家
外
相
続
人
が
も
つ
の
か
、
そ
れ
と
も
、
大
お
じ
と
し
て
ユ
ー
リ
ウ
ス

・
ア
グ
リ
ッ
パ
を
も
つ
ユ
ー
リ
ア

・
ド
ム
ナ
に
属
す
る
の
か

で
あ
っ
た
。
私
は
、

こ
れ
は
拘
束
力
の
な
い
定
め
で
あ
る
か
ら

(c
u
m
h
o
c
 n
u
d
u
m
 p
r
a
e
c
ep
t
u
m
 e
s
t)
、
〔地
所
が
〕
相
続
人
た
ち
に

【

09
】
を
理
解
す
る
上
で
極
め
て
重
要
な
意
味
を
も
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は
帰
属
し
な
い
と
い
う
死
者
の
意
思
に
反
し
た
事
実
が
提
出
さ
れ
て
い
な
い
、
と
解
答
し
た
。

単
純
な
譲
渡
禁
止
の
定
め
と
解
さ
れ
る
。

(A
)
が
、
遺
言
を
作
成
し
て
自
分
の
娘
B
を
相
続
人
に
指
定
す
る
と
と
も
に
、
遺
産
、

別
荘
地
、
大
邸
宅
の
譲
渡

・
質
入
れ
を
禁
止
す
る
旨
定
め
た
。
信
託
遺
贈
に
よ
る
出
損
文
言
に
関
す
る
言
及
が
な
い
の
で
、
右
の
定
め
は

A
の
死
後
、
そ
の
指
定
相
続
人
B
は
自
分
の
娘
C

(
II
A
の
孫
娘
）
を
相
続
人
に
指
定
し
た
。

B
の
死
後
、
そ
の
指
定
相
続
人
C
は
家
外
者
E
.
F
を
相
続
人
に
指
定
し
た
。
C
が
右
各
財
産
を
長
期
間
占
有
し
て
死
亡
し
た
後
、
そ
の

指
定
相
続
人

E
.
F
に
対
し
て
、

C
の
再
従
姉
妹
ユ

ー
リ
ア
・
ド
ム
ナ

(D
)
が
地
所
の
引
渡
し
を
求
め
た

(
E
.
F
は
、
抗
弁
と
し
て
、

C
が
相
続
人
と
し
て
の
使
用
取
得
を
主
張
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
）
。
争
点
は
、

C
に
帰
属
し
て
い
た
地
所
を
、

E
.
F
が
C
の
相
続
人
と

し
て
取
得
す
る
の
か
、

D
が
A
の
姪
孫

(
C
の
再
従
姉
妹
）
と
し
て

D
が
取
得
す
る
の
か
で
あ
る
。

ま
ず
問
題
と
な
る
の
は

D
の
E
.
F
に
対
す
る
主
張
の
根
拠
で
あ
る
。
C
に
よ
る

E
.
F
の
相
続
人
指
定
は
譲
渡

alienare
、
質
入
れ

(86
)
 

p
1
g
n
e
r
a
r
e
の
い
ず
れ
に
も
あ
た
ら
な
い
の
で
、
右
の
単
純
な
譲
渡
禁
止
の
定
め
に
抵
触
す
る
余
地
は
な
い
。
仮
に
こ
れ
を
肯
定
す
る
と

し
て
も
、
右
の
定
め
が

A
の
相
続
人
の
相
続
人
で
あ
る
C
を
も
拘
束
し
う
る
の
か
ど
う
か
疑
問
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
右
譲
渡
・
質
入

れ
禁
止
の
定
め
の
効
力
の
如
何
に
関
わ
ら
ず
、

渡
・
質
入
れ
禁
止
の
定
め
が
家
族
信
託
遺
贈
に
お
け
る
出
捐
と
し
て
の
意
味
を
併
せ
も
つ
と
解
す
る
見
解
が
あ
っ
た
と
の
前
提
に
立
た
な

(87) 

け
れ
ば
理
解
し
え
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
か
よ
う
な
見
解
の
出
現
は
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
で
あ
ろ
う
。
家
族
信
託
遺
贈
の

文
言
は
多
様
で
あ
る
が
故
に
、

【01
】【
06
】【

07
】

(88)
 

別
さ
れ
な
い
も
の
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

ス
カ
エ
ウ
ォ
ラ
は
、

D
の
主
張
を
退
け
る
根
拠
を
、
単
純
な
譲
渡
質
入
れ
禁
止
の
定
め
が

n
u
d
u
m
p
r
a
e
c
e
p
t
u
m
で
あ
る
こ
と
に
求
め

筆
頭
百
人
隊
長
ユ

ー
リ
ウ
ス
・
ア
グ
リ
ッ
パ

D
の
主
張
は
認
め
ら
れ
な
い
筋
合
い
で
あ
る
。
か
よ
う
な
主
張
が
な
さ
れ
た
の
は
、
右
譲

の
各
信
託
遺
贈
と
は
異
な
っ
て
、
必
ず
し
も
出
捐
文
言
と
譲
渡
禁
止
文
言
が
戟
然
と
区
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(89)
 

る
。
n
u
d
u
m
p
r
a
e
c
e
p
t
u
m
の
用
例
は
【
09
ー【
10
ー
に
ほ
ぽ
限
ら
れ
て
お
り
、
拘
束
力
の
な
い
遺
言
上
の
定
め
を
意
味
す
る
も
の
と
解
し

て
差
し
支
え
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
趣
旨
に
つ
い
て
議
論
が
あ
る
。
ク
ジ
ャ
ス
は
、
譲
渡

（質
入
れ
）
禁
止
の
定
め
は
、
信
託
遺
膳
に
よ

る
出
捐
文
言
「
こ
れ
ら
を
《
家
族
》
の
中
に
留
め
置
く

ut
illa in famlia r
e
m
a
n
e
r
e
n
t
」
ー
が
付
加
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
拘
束

(90) 

力
が
な
い
と
説
明
す
る
。
こ
の
見
解
に
よ
れ
ば
、

c
a
u
s
a
を
信
託
遺
贈
に
よ
る
出
捐
文
言
と
解
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
前
段
で
指

摘
し
た
よ
う
に
、

D
の
主
張
を
退
け
る
に
は
必
ず
し
も
右
譲
渡

・
質
入
れ
禁
止
の
定
め
そ
れ
自
体
の
拘
束
力
を
否
定
す
る
必
要
は
な
い
の

で
あ
る
か
ら
、

n
u
d
u
m
p
r
a
e
c
e
p
t
u
m
は
、
右
譲
渡
・
質
入
れ
禁
止
の
定
め
が

B
を
ど
の
よ
う
に
拘
束
す
る
か
は
別
と
し
て
、
少
な
く
と
も

(91) 

C
に
は
及
ば
な
い
と
い
う
趣
旨
で
あ
っ
た
、
と
解
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
前
段
に
述
べ
た
点
に
従
え
ば
、
n
u
d
u
m
prae, 

c
e
p
t
u
m
を
、
信
託
遺
贈
の
出
捐
文
言
と
し
て
は
意
味
が
な
い
と
い
う
趣
旨
と
解
す
る
余
地
も
あ
ろ
う
。
【10
】
の
み
か
ら
、
右
の
諸
見
解

(92
)
 

の
妥
当
性
に
つ
い
て
決
め
手
を
見
出
す
の
は
困
難
と
思
わ
れ
る
。

③

【09
】【

10
】
は、

同
一
テ
ー
マ

（
遺
言
に
よ
る
譲
渡
禁
止
）
を
取
り
扱
い
、
同
一

の
理
由
付
け

(n
u
d
u
m
p
r
a
e
c
e
p
t
u
m
)
を
用
い

て
判
断
し
て
い
る
0

[09
】
で
は
、

n
u
d
u
m
p
r
a
e
c
e
p
tu
m

の
説
明
と
し
て
、
特
に
、

「譲
渡
禁
止
の
定
め
は
遺
言
で
行
う
こ
と
は
で
き
な
い

の
で
」
と
い
う
文
言
が
付
加
さ
れ
る
。
こ
の
付
加
は
、

【09
】
の
勅
答
発
布
前
に
お
い
て
、
法
学
者
や
遺
言
実
務
家
の
間
で
、

n
u
d
u
m

p
r
a
e
c
e
p
t
u
m

の
意
義
を
め
ぐ
っ
て
ー
~
例
え
ば
前
段
で
考
察
し
た
よ
う
な

I

理
解
の
相
違
が
生
じ
て
い
た
こ
と
を
想
定
し
う
る

。

こ

の
こ
と
の
傍
証
と
な
り
う
る
の
が
、
後
一
九
四
年
に
作
成
さ
れ
た
「
ガ
ー
イ
ウ
ス

・ロ

ン
ギ
ー
ヌ
ス
・
カ
ス
ト
ル

の
遺
言
」
で
あ
る
。
こ

の
遺
言
の
成
立
時
期
は
、

ス
カ
エ
ウ
ォ
ラ
の
時
代
の
末

（ま
た
は
そ
の
後
）
、
か
つ

‘
-09-
の
勅
答
発
布
よ
り
前
で
あ
る
。
こ
の
遺
言
で

は
、
遺
言
者
（
ガ
ー
イ
ウ
ス

・
ロ
ン
ギ
ー
ヌ
ス

・
カ
ス
ト
ル
）
が
、
遺
言
に
お
い
て
自
ら
の
女
奴
隷
二
人
を
解
放
す
る
と
と
も
に
相
続
人

(93
)
 

に
指
定
し
、
相
続
財
産
を

「
売
却
も
抵
当
と
し
て
与
え
る
こ
と
も
許
さ
な
い
下
⇒
6
丘
t
[
＜

g
8
]竺
t
t
7
t
p
U
C
T
K
l
V

互
6
6

宕
0
t
i
o
g
o
s
」
と
い
う
文

言
で
単
純
な
譲
渡
禁
止
の
定
め
を
お
い
た
。
こ
の
遺
言
者
、
お
よ
び
起
案
し
た
遺
言
実
務
家
は
、
右
の
定
め
は
、
少
な
く
と
も
遺
言
者
の
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五
遺
言
者
が
よ
く
考
慮
し
て

四
論
じ
よ
う
。

相
続
人
に
対
し
て
は
有
効
で
あ
る
こ
と
を
確
信
し
て
い
た
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が

っ
て、

【09
】
の
勅
答
は
、
右
の
付
加
に

よ
っ
て
、
単
純
な
譲
渡
禁
止
の
定
め
は
、
そ
れ
自
体
無
効
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
し
よ
う
と
し
た
も
の
と
位
置
付
け
る
こ
と
が
許
さ
れ
よ

(94) 、つ

c
a
u
s
a
を
明
ら
か
に
し
な
い
譲
渡
禁
止
の
定
め
は
、
原
則
と
し
て
無
効
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
遺
言
者
が
c
a
u
s
a
を
明
ら
か
に
し
て

お
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
例
外
的
に
、
譲
渡
禁
止
の
定
め
が
有
効
な
も
の
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
余
地
が
生
ず
る
。
そ
れ
は
、
「
こ
の
こ
と
が

誰
の
こ
と
を
考
慮
し
て
遺
言
者
に
よ

っ
て
行
わ
れ
た
の
か
が
明
ら
か
に
さ
れ
」

（テ
ク
ス
ト
・
試
訳
③）

た
場
合
で
あ
る
。
次
段

（四
）
で

テ
ク
ス
ト
・
試
訳
③
で
は
、
末
尾
の
表
現

(earn
s
e
r
u
a
n
d
a
m
 esse)

か
ら
し
て
、
遺
言
に
よ
る
譲
渡
禁
止
の
定
め
が
例
外
的
に

有
効
と
な
る
場
合
の
要
件
が
具
体
的
に
説
明
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
卑
属
libens
、
後
生
子
、
被
解
放
者
、
相
続
人
そ
の
他
の
者
」
を
、

(95
)
 

(c
o
n
s
u
l
e
n
t
e
s
)
、
譲
渡
禁
止
の
定
め
を
置
く
こ
と
が
要
件
と
な
る
。
こ
こ
で
列
挙
さ
れ
た
者
は
家
族
信
託
遺

贈
の
関
係
者
と

一
致
す
る
こ
と
に
注
意
を
要
す
る
。

「被
解
放
者
」
は
別
類
型
の
家
族
信
託
遺
贈
（
前
章
冒
頭
参
照
）
が
想
定
さ
れ
る
。

（％
）
 

「
相
続
人
」
は
遺
言
者
の
相
続
人
の
み
な
ら
ず
、
信
託
遺
贈
義
務
者
の
相
続
人
を
も
意
味
す
る
も
の
と
解
し
う
る
。
そ
れ
故
、
第
一
五
項
と

の
関
連
性
を
も
考
慮
す
る
な
ら
ば
、

c
a
u
s
a
(
テ
ク
ス
ト
・
試
訳
②）

は
、
信
託
遺
贈
に
よ
る
出
損
を
意
味
す
る
と
解
さ
ざ
る
を
え
な
い
よ

(97
)
 

う
に
思
わ
れ
る
。

最
後
に
、
テ
ク
ス
ト

・
試
訳
④
で
は
、
総
財
産
売
却
v
e
n
d
i
ti
o
b
o
n
o
r
u
m
と
譲
渡
禁
止
の
定
め
の
関
係
が
示
さ
れ
る
。
相
続
人
が

(98
)
 

多
額
の
相
続
債
務
を
承
継
し
た
場
合
、
相
続
人
の
財
産
差
押
え

missio
in b
o
n
a
を
経
て
、
総
財
産
売
却
に
至
る
こ
と
が
あ
る
。
総
財
産

売
却
の
後
、
相
続
人
が
死
亡
し
て
信
託
遺
賭
の
効
力
が
発
生
し
た
と
き
の
効
力
が
問
題
と
な
る
。

「
信
託
遣
贈
受
遺
者
も
共
同
の
運
命
に
従
う
」
と
は
、
信
託
遺
贈
義
務
者
が

一
連
の
総
財
産
売
却
手
続
に
服
し
、
総
財
産
の
売
却
を
甘
受

（三）
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(99) 

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
相
続
人
の
死
亡
に
よ
っ
て
信
託
遺
贈
義
務
者
が
出
現
し
た
と
き
に
、
譲
渡
禁

止
の
定
め
が
作
用
し
て
、
総
財
産
売
却
代
金

（
信
託
遺
贈
目
的
物
を
含
む
）

か
ら
債
権
者
ま
た
は
国
庫
が
得
た
満
足
が
覆
滅
さ
れ
る
こ
と

(Ioo) 

（
「
不
利
益
と
な
ら
な
い
」
）
。
換
言
す
る
と
、
信
託
遺
贈
義
務
者
は
債
権
者
と
国
庫
の
い
ず
れ
に
も
劣
後
す
る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
「
共
同
の
運
命
に
従
う
」
べ
き
信
託
遺
贈
受
遺
者
は
、
総
財
産
買
受
人
か
ら
信
託
遺
贈
目
的
物
を
取
り
戻
す
こ
と
は
で
き
な
い
も

(101) 

の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
理
解
は
、
【

07
】
（
後
半
部
分
）
（
ス
カ
エ
ウ
ォ
ラ
）
の
例
I

総
財
産
売
却
に
は
至
ら
な
い
ケ
ー
ス
で
は
あ
る
が

と
な
じ
む
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
、
学
説
葉
纂
―
―
ニ
・
六
九
・
-

（
パ
ー
ピ
ニ
ア
ー
ヌ
ス
『
質
疑
録
』

一
九
巻
）

は
、
別
類
型
の
家

族
信
託
遺
贈
（
前
章
冒
頭
参
照
）
に
つ
い
て
、
「
：
・
・
:
〔
総
財
産
〕
買
受
人
は
〔
そ
の
地
所
を
〕
留
置
す
る
べ
き
で
あ
る
が
、
彼
〔
II
買
受

(102) 

人
〕
の
死
後
に
お
い
て
は
〔
そ
の
地
所
を
〕
保
持
す
る
べ
き
で
は
な
い
」
と
述
べ
、
倍
託
遺
贈
受
遺
者
に
よ
る
買
受
人
の
相
続
人
か
ら
の

目
的
物
取
戻
し
を
認
め
る
。
し
か
し
、
こ
の
判
断
は
、
相
続
人
が
そ
の
固
有
の
債
務
に
よ
り
総
財
産
売
却
を
受
け
た
ケ
ー
ス
に
対
す
る
も

(103) 

の
で
あ
る
か
ら
、
前
提
が
異
な
る
で
あ
ろ
う
。

六

【

09
】
の
勅
答
の
説
示
を
要
約
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。
固
遺
言
に
よ
る
譲
渡
禁
止
の
定
め
は
無
効
で
あ
る
。
固
た
だ
し
、
遺
言

者
が
卑
属
、
後
生
子
、
被
解
放
者
、
相
続
人
そ
の
他
の
者
を
考
慮
し
て
信
託
遺
贈
に
よ
る
出
捐
を
な
す
と
き
は
そ
の
限
り
で
な
い
。
図
多

額
の
相
続
債
務
を
承
継
し
た
相
続
人
が
総
財
産
売
却
手
続
の
中
で
信
託
遺
贈
目
的
物
も
売
却
さ
れ
る
に
至
っ
た
と
き
は
、
信
託
遺
贈
受
遺

者
は
総
財
産
買
受
人
か
ら
目
的
物
を
取
り
戻
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

右
説
示
固
は
同
⑥
と
併
せ
て
、
遺
言
に
よ
る
譲
渡
禁
止
は
信
託
遺
贈
に
よ
る
出
捐
が
伴
わ
な
い
限
り
無
効
で
あ
る
と
解
す
る
の
が
一
般

(104) 

的
で
あ
る
。
こ
の
見
解
は
テ
ク
ス
ト
②
の
文
法
的
構
造
か
ら
し
て
も
説
得
力
が
あ
る
。
し
か
し
、
か
よ
う
な
意
味
に
お
け
る
右
説
示
固
．

固
と
、
総
財
産
売
却
に
お
け
る
家
族
信
託
遺
賭
の
効
力
に
関
す
る
同
図
と
の
間
に
は
隔
た
り
が
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
説
示
団
を

述
べ
る
た
め
に
同
固
か
ら
説
き
起
こ
す
必
要
性
は
博
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
両
者
の
関
連
づ
け
は
容
易
で
は
な
い
が
、
譲
渡

は
な
い
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り
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

を
根
拠
と
し
て
、
総
財
産
買
受
人
か
ら
甲
・
乙
を
取
り
戻
す
べ
く
訴
訟
を
提
起
し
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

右
の
事
案
を
前
提
に

【09
】
の
勅
答
を
み
れ
ば
、
C
(
II
B
の
相
続
人
）
に
よ
る
農
場

（甲
）
の
取
戻
し
は
右
説
示
固
に
よ
り
認
め
ら

(105) 

れ
な
い
。
こ
れ
は
、

一10
】
で
必
ず
し
も
解
明
さ
れ
な
か
っ
た
問
題
に
決
着
を
つ
け
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
他
方
、

C

(11
信
託
遺
贈
受
遺

者
）
に
よ
る
農
場
（
乙
）
の
取
戻
し
は
、
右
説
示
⑥
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
囮
に
よ
り
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
る
（
前
節
参
照
）
。

七

【

09
】
の
勅
答
そ
れ
自
体
の
理
解
は
右
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
以
後
、
単
純
な
譲
渡
禁
止
の
定
め
は
右
勅
答
以
後
は
基
本
的
に

姿
を
消
す
こ
と
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
家
族
信
託
遺
贈
は

一09
】
（
第
一
四

・一

五
項
）
に
よ
っ
て
公
認
さ
れ
た
恰
好
で
あ
る
。

こ
の
後
、
家
族
倍
託
遺
贈
が
ま
す
ま
す
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
前
項
末
尾
で
紹
介
し
た
ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
の
見
解
を
検

討
す
る
べ
く
、
家
族
信
託
遺
贈
の
効
力
を
通
常
の
信
託
遺
贈
の
そ
れ
と
比
較
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
遺
憾
な
が
ら
そ
の
作
業
は
先
送

は
そ
の
息
子
C

禁
止
の
定
め
と
家
族
信
託
遺
贈
の
出
捐
が
常
に
ワ
ン
セ
ッ
ト
で
|

|
同

一
遺
言
書
内
で
場
所
的
に
近
接
し
て
1

な
さ
れ
る
と
は
限
ら
な

い
こ
と

(-07
】
参
照
）
、
お
よ
び
、
信
託
遺
贈
義
務
者
が
同
義
務
者
の
指
定
相
続
人
の
地
位
も
兼
ね
る
ケ
ー
ス
が
多
い
こ
と
(
【01
】【
07
】

【09
】
〔第
一
五
項
〕
参
照
）
に
鑑
み
れ
ば
、
右
勅
答
は
次
の
事
案
に
関
す
る
判
断
と
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
遺
言
者
A

が
遺
言
を
作
成
し
て
、
そ
の
息
子

B
を
相
続
人
に
指
定
す
る
と
と
も
に
、

A
の
財
産
の
中
核
を
な
す
二
箇
所
の
農
場

（甲

・
乙
）
の
譲
渡

を
禁
止
し
た
。
A
は
同
じ
遺
言
で
遺
贈
、
信
託
遺
贈
を
何
件
も
行
い
、
そ
の
中
で
乙
を
「
《
家
族
》
に
遺
す
」
旨
の
信
託
遺
贈
出
捐
文
言
も

記
入
し
た
。
A
が
死
亡
し
て

B
が
相
続
人
と
な
っ
た
が
、

B
は
多
額
の
相
続
債
務
の
故
に
総
財
産
売
却
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
そ
の
後
B

(
II
A
の
孫
）
を
相
続
人
に
指
定
す
る
遺
言
を
作
成
し
て
死
亡
し
た
。

C
は
、
甲
・
乙
の
譲
渡
禁
止
を
定
め
た

A
の
遺
言
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わ
れ
わ
れ
は
、
古
典
期
ロ
ー
マ
法
に
お
け
る
遺
言
に
よ
る
譲
渡
禁
止
の
許
容
性
の
問
題
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
家
族
信

託
遺
贈
を
考
察
す
る
上
で
の
視
点
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
学
説
彙
篠
に
採
録
さ
れ
た
幾
つ
か
の
関
連
法
文
を
検
討
し
て
き
た
。

譲
渡
禁
止
の
定
め
が
家
族
信
託
遺
贈
に
組
み
込
ま
れ
た
場
合
に
は
、
家
族
構
成
次
第
で
ス
ム
ー
ズ
な
財
産
承
継
の
実
現
を
助
力
と

な
る
こ
と
も
あ
る
(
【01
】
)。

し
か
し
、
信
託
遺
贈
義
務
者
が
遺
言
者
の
意
図
に
反
し
て
目
的
物
を
第
三
者
に
譲
渡
し
ま
た
は
家
外
者
を
相
続
人
指
定
す
る
と
き
は
、

信
託
遺
贈
義
務
者
の
死
亡
に
よ
っ
て
《
家
族
》
に
属
す
る
多
数
の
信
託
遺
贈
義
務
者
が
生
じ
、
法
律
関
係
が
錯
綜
す
る
事
態
と
な
る
。
こ

れ
を
整
理
す
る
た
め
に
パ

ー
ピ
ニ
ア
ー
ヌ
ス
は
信
託
遺
贈
受
遺
者
の
間
に
遺
言
者
と
の
親
等
に
よ
り
順
位
を
つ
け
、
先
順
位
者
と
後
順
位

者
の
関
係
を
信
託
遺
贈
義
務
者
と
信
託
遺
贈
受
遺
者
の
関
係
に
順
次
な
ぞ
ら
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
処
理
し
た
(
【06
】
)。

し
か
し
、
こ
れ
に

よ

っ

て
目
的
物
が
ー
~

た
だ
で
さ
え
信
託
遺
贈
義
務
者
の
死
亡
ま
で
長
期
間
が
見
込
ま
れ
る
の
だ
が
I

よ
り
長
い
間

《
家
族
》
内
に
滞

留
す
る
可
能
性
が
生
じ
た
で
あ
ろ
う
。

目
的
物
が
第
三
者
に
譲
渡
さ
れ
た
と
き
に
、
信
託
遺
贈
受
遺
者
が
誰
に
何
を
如
何
な
る
要
件
で
主
張
し
う
る
か
は
、
譲
渡
禁
止
の
定
め

の
効
力
と
強
ま
り
つ
つ
あ
る
通
常
の
信
託
遺
賄
の
効
力
が
競
合
す
る
た
め
、
難
問
で
あ
る
。
ス
カ
エ
ウ
ォ
ラ
と
パ

ー
ピ
ニ
ア
ー
ヌ
ス
と
で

は
立
場
が
異
な
る
可
能
性
が
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
(
【06
】【
07
】【
08
】
)。

相
続
債
権
者
と
の
関
係
で
は
、

譲
渡
禁
止
の
定
め
が
信
託
遺
贈
義
務
者
の
資
金
繰
り
の
足
か
せ
と
な
る
。
し
か
し
、
相
続
債
権
者
を
満

足
さ
せ
る
た
め
に
や
む
を
え
ず
目
的
物
を
第
三
者
に
売
却
し
ま
た
は
質
を
設
定
す
る
と
き
は
、
そ
の
売
却
・

質
入
れ
の
効
力
は
認
め
ら
れ

る
傾
向
に
あ
る

(-08
】
)
。
総
財
産
売
却
手
続
と
の
関
係
で
も
、
信
託
遺
贈
受
遺
者
は、

譲
渡
禁
止
の
定
め
に
も
か
か
わ
ら
ず
相
続
債
権
者

（二）
（一）

四
小
括
ー
|
今
後
の
課
題



221 古典期ローマ法における遺言による譲渡禁止 (221) 

に
劣
後
す
る

(-09
】
)。

国
単
純
な
譲
渡
禁
止
の
定
め
は
、
従
前
相
当
程
度
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る

(
【10
】
)。

し
か
し
、

S
・
セ
ウ
ェ
ー
ル
ス
お
よ
び
カ

ラ
カ
ッ
ラ
両
皇
帝
の
勅
答
に
よ
っ
て
、
無
効
で
あ
る
こ
と
が
確
定
さ
れ
た
。
譲
渡
禁
止
の
定
め
が
有
効
と
さ
れ
る
の
は
、
目
的
物
の
出
捐

の
定
め
が
明
確
化
さ
れ
た
限
定
的
な
場
合
、
す
な
わ
ち
、
家
族
信
託
遺
贈
の
場
合
だ
け
で
あ
る
(
【09
】
)。

二

検
討
の
結
果
は
、
右
に
述
べ
た
と
お
り
、
従
来
の
理
解
を
確
認
す
る
に
と
ど
ま
る
こ
と
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
わ
れ
わ
れ
は
幾
つ
か
の
問
題
点
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
ず
、
右
に
述
べ
た
こ
と
は
す
べ
て
五
賢
帝
時
代
末
か
ら
セ
ウ
ェ
ー
ル
ス
朝
初
期
と
い
う
限
定
的
な
時
間
の
中
で
行
わ
れ
た
。
そ
れ
が

可
能
に
な
っ
た
背
景
、
経
緯
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
始
期
に
つ
い
て
は
史
料
上
の
困
難
な
問
題
が
あ
る
（
「
ダ
ス
ミ
ウ
ス
の
遺

言
」
）
。
で
は
終
期
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。
五
賢
帝
時
代
に
、
お
そ
ら
く
は
遺
言
実
務
家
の
活
発
な
活
動
に
よ

っ
て
絹
み
出
さ
れ
た
家
族
信

託
遺
贈
は
、

S
・
セ
ウ
ェ
ー
ル
ス
お
よ
び
カ
ラ
カ
ッ
ラ
両
皇
帝
の
勅
答
に
よ

っ
て
承
認
を
受
け
た
後
(
【09
】
第

一
五
項
）
、
ど
の
よ
う
な

運
命
を
辿
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
学
説
彙
纂
採
録
法
文
が
右
勅
答
後
に
激
減
し
た
こ
と
は
、
必
ず
し
も
家
族
信
託
遺
贈
の
利
用
も
ま
た
激
減

し
た
こ
と
の
理
由
に
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
家
族
信
託
遺
贈
の
目
的
物
が
、
農
場
な
ど
信
託
遺
贈
義
務
者
に
よ

っ
て
適
切
に
管
理
さ
れ

な
け
れ
ば
十
分
な
収
益
を
得
ら
れ
ず
、
売
却
が
有
利
に
な
り
か
ね
な
い
財
産
で
あ
る
こ
と
、
信
託
遺
贈
義
務
者
が
長
寿
で
あ
る
ほ
ど
、
譲

渡
禁
止
の
定
め
が
足
か
せ
と
な
る
こ
と
、
信
託
遺
賭
義
務
者
が
目
的
物
を
第
三
者
へ
譲
渡
す
る
と
、
信
託
遺
贈
受
遺
者
が
多
数
発
生
し
て

法
律
関
係
の
複
雑
化
と
財
産
の
散
逸
を
招
く
こ
と
等
の
事
情
に
鑑
み
れ
ば
、
右
勅
答
後
に
お
け
る
家
族
信
託
遺
贈
の
利
用
は
ご
く
下
火
に

な
っ
た
|
|
家
族
信
託
遺
贈
は

い
わ
ば
流
行
り
も
の
だ
っ
た
I

可
能
性
も
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
信
託
遺
贈
義
務
者
に
よ
る
目
的
物
の
第
三
者
へ
の
譲
渡
の
効
力
も
重
要
な
問
題
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
は
、
譲
渡
禁
止
の
定
め

の
効
力
だ
け
で
な
く
、
通
常
侶
託
遺
贈
の
効
力
も
関
わ
っ
て
い
る
。
考
察
に
あ
た
っ
て
は
、
法
学
者
に
よ
る
判
断
の
違
い
に
も
注
意
を
要
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注

本
稿
で
は
、
遺
言
に
よ
る
譲
渡
禁
止
に
光
を
あ
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
家
族
信
託
遺
贈
を
検
討
す
る
手
が
か
り
を
得
よ
う
と
試
み

た
つ
も
り
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
碑
文
、
パ
。
ヒ
ル
ス
文
書
を
含
む
史
料
の
検
討
、
文
献
の
参
照
と
も
に
不
十
分
で
ま
と
ま
り
の
な
い

も
の
に
な
っ
た
こ
と
を
遺
憾
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
引
き
続
き
古
典
期
ロ

ー
マ
法
に
お
け
る
家
族
信
託
遺
贈
の
実
像
の
解
明
に
取
り
組
み

た
い

。
読
者
諸
賢
の
ご
教
示
、
ご
批
判
を
賜
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

(
1
)
M
.
 K
a
s
e
r
,
 
D
a
s
 r
o
m
1
s
c
h
e
 Privatrecht, A
b
sc
h
n
.
 
1
 [
 =
 RP
R
,
 lJ, A
u
f
l
.
 
2
,
 M
u
n
c
h
e
n
 1
9
7
1
,
 S
.
 
4
0
6
,
4
1
0
;
 H
.
 
B
o
n
s
e
l
l
¥
T
h
.
 M
a
y
e
r-M
a
l
y
¥
W
.S
e
l
b
.
 

R
i
i
m
i
s
c
h
e
s
 
R
e
c
h
t
,
 
a
u
fgr
u
n
d
 d
e
s
 
W
e
r
k
e
s
 
v
o
n
 P
.
 Ja
rs
¥
W
.
 Ku
n
k
e
l¥
L. 
W
e
n
ge
r
 
[11
K
u
n
k
e
l¥
B
e
a
r
b
e
ite
r
l
 B
e
rli
n
 1
98
7
,
 S
.
 
1
5
1ー

1
5
4
.

M
.
 

K
a
s
e
r¥
R. K
n
iite
l, 
R
o
m
isc
h
e
s
 P
ri
v
a
t
r
e
c
h
t,
 Au
f
l
.
 
2
0
,
 M
i
i
n
ch
e
n
 2
0
1
4
,
 S
.
 
1
3
1ー

1
3
5

(R
n
.
 
2
3
.
 1
-
2
0
)
 

(2
)
K
a
s
e
r¥
Kniite
l, 
a
.a
.O
.
 (F
n
.
 
l
)
,
 S
.
 
1
3
3
 

(Rn.
 

2
3
9
)

か
つ
て
あ
る
普
通
法
学
説
は
、
譲
渡
禁
止
の
根
拠

（
法
律
、
法
務
官
、
私
人
の
意
思
〔
契
約
、
辿

言〕）

を
基
準
と
し
た
分
類
を
試
み
た

(B
.
W
i
n
d
s
c
h
e
i
d
,
 Le
h
r
b
u
c
h
 d
e
s
 P
a
n
d
e
k
t
e
n
r
e
c
h
t
s
,
 Bd
.
 
1, 
A
ufl
.
 
9
,
 F
r
a
n
kfurt 
a
M
 19
0
6
,
 S
.
 
8
9
9
,
9
03
 

的
機
能
は
必
ず
し
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

す
る
。
こ
の
こ
と
は
、

ス
カ
エ
ウ
ォ
ラ
の
法
学
と
パ
ー
。ヒ
ニ
ア
ー
ヌ
ス
の
法
学
を
比
較
す
る
契
機
、

の
法
学
の
特
質
を
明
ら
か
に
す
る
契
機
に
も
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ひ
い
て
は
、
セ
ウ
ェ
ー
ル
ス
朝
初
期

さ
ら
に
、
家
族
信
託
遺
贈
の
機
能
の
解
明
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
筆
者
は
こ
の
点
に
お
い
て
も
、
家
族
信
託
遺
贈
目
的
物
の
属
性
、

す
な
わ
ち
、
農
場
な
ど
、
収
益
を
得
る
た
め
に
適
切
な
管
理
を
要
す
る
財
産
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
パ
ウ
ル
ス
、

ス
の
法
文
に
お
け
る
農
場
の
信
託
遺
贈
の
例
が
参
考
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

ウ
ル
ピ
ア
ー
ヌ

最
後
に
、
本
稿
で
は
、

「《
家
族
》
の
た
め
に
遺
す
」
旨
の
信
託
遺
贈
の
み
を
検
討
対
象
と
し
た
た
め
、

「
私
の
名
前
か
ら
出
す
こ
と
を
禁

止
す
る
」
9

日
の
信
託
遺
贈
に
は
ま

っ
た
＜
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
。
後
者
の
法
文
の
数
は
前
者
よ
り
も
多
く
、
し
か
も
そ
の
社
会
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文
献
案
内
を
参
照
さ
れ
た
い
。
最
後
に
、
近
時
の
欧
語
研
究
文
献
と
し
て
、

A
.
S
o
l
l
n
e
r
、N
u
r
R
e
c
h
t
s
g
e
s
c
h
i
c
h
t
e
 d
e
s
 F
a
m
i
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e
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M
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.
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r
s
g
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F
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t
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c
h
r
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a
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a
s
e
r
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u
m
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.
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e
b
u
r
t
s
t
a
g,
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m
c
h
e
n
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9
7
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,
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.
 
6
5
7
-
6
6
9
;
 K
.
 Lu
i
g,
 Philipp K
n
i
p
s
c
h
i
l
d
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u
n
d
 d
a
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a
m
i
l
i
e
n
f
i
d
e
i
k
o
m
m
i
s
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e
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s
u
s
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o
d
e
r
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s
,
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e
l
m
h
o
l
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R
.
N
i
m
m
e
r
m
a
n
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 (
e
d
s
.)
,
 Itinera Fiduciae: T
r
u
s
t
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n
d
 

T
r
e
u
h
a
n
d
 in 
Historical P
e
r
s
p
e
ct
iv
e
,
 Be
r
l
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9
9
8
,
 p
p
.
 
3
6
1
,
3
8
7
;
 J. 
E
c
k
e
r
t,
 De
r
 K
a
m
p
f
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m
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F
a
m
i
l
i
e
n
f
i
d
e
i
k
o
m
m
i
s
s
e
 in D
e
u
t
s
c
h
l
a
n
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,
 

F
r
a
n
k
f
u
r
t
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9
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;
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.
 Ba
y
e
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k
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o
n
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n
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ih
e
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,
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9
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・
S
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C
h
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e
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z
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 d
e
u
t
s
c
h
e
n
 u
n
d
 

f
r
a
n
z
o
s
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c
h
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e
c
h
t
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i
n
c
h
e
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0
1
5

な
ど
が
あ
る
。

(
7
)
石
部
前
掲
注

(
6
)

一
六
頁
。

(
8
)
近
時
の
研
究
と
し
て
、
足
立
公
志
朗
「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
信
託
的
な
賭
与

・
遺
賠
の
現
代
的
展
開
ー
ー
＇

「段
階
的
継
伝
負
担
付
恵
与
」
・
「残
存
物
継
伝

負
担
付
恵
与
」
と
相
続
法
上
の
公
序
曰

・
ロ
完
」
民
商
法
雑
誌

一
三
九
巻
四
・
五
号
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0
0九
年
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四
六
六
頁
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同
六
号
（
同
年
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六

0
七
頁
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同
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ラ
ン
ス
に
お
け
る
信
託
的
補
充
指
定
の
歴
史
的
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察
曰
ー
四
」
神
戸
学
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法
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三
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三
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二

0
一
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六
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九
頁
、
同
四
四
巻

一
号

（二

0
一
四
年
）

九
五
頁
、
同
二
号
（
同
年
）

四
四
一
頁
、
四
五
巻
一
号

（二

0
一
五
年
）一

八
七
頁
、
石
綿
は
る
美
「
追
言
に
お
け
る
受
迫
者
の
処
分
権
の
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M
 C
O
N
L
O
C
A
 VE
R
I
T
.
 EI H
E
R
E
S
 M
E
V
S
 X
 M
I
L
I
A
 

D
A
T
O
.
 iJJud 
q
u
o
q
u
e
 q
u
o
d
 ita 
reJinquitur 

Q
V
I
 P
O
S
T
 T
E
S
T
A
M
E
N
T
V
M
 S
C
R
I
P
T
V
M
 P
R
I
M
I
 C
O
N
S
V
L
E
S
 D
E
S
I
G
N
A
T
I
 E
R
V
N
T
,
 

ae
q
u
e
 incerti
s
 per
so
nis 
le
g
ari 
uide
tur. 
et 
denique aliae 

m
u
l
tae 
huiu
s
m
o
d
i
 spec
ie
s
 sunt. 
su
b
 certa 
uero d
e
m
on
stratione incertae 

personae recte legatur, ueJuti
@
E
X
 C
O
G
N
A
T
I
S
 M
E
I
S
 Q
V
I
 N
V
N
C
 S
V
N
T
 Q
V
I
 P
R
I
M
V
S
 A
D
 F
V
N
V
S
 M
E
V
M
 VENERI1'._EI X

 M!IJA. 
H
E
R
E
S
 M
E
V
S
 D
A
T
O
.
 

や
一
‘
令
K

r坦
粧
翠
郡

」
(;'1卜

~
K
.
.
L
豆
'
P
.
K
r
u
g
e
r
 /
W
.
 S
t
u
d
e
m
u
n
d
 (ed
.). 
Gai Institutiones ad Codicis Veronensis apographum, ed

.
 
7, 

Berolini 19
23 :1.
吋
心
（式
←
匡
叫
゜

（
呉
）
送
S
栄
以
ユ
吋
＂
や
全
螂
字
亡
心
菜
.
.
.
.
.
,
ぐ゚

D. 28. 5, 
32 pr. 
(Gai. 
1
 de
 testamentis 

ad edictum pra
etor
is 
urbani
):
 
Illa institutio

'quos Titius uolue
ri
t'
id
eo uitiosa est. 

q
u
o
d
 ah
e
no
 

arbitrio permissa est: n
a
m
 satis const

anter
 ueter
es decr
euerun
t
 test
a
m
e
n
t
o
r
u
m
 iura ipsa per se firma esse oportere, no

n
 ex alieno 

arbitrio p
e
ndere. 

虐
至
］
i侶
苔
裸
磁
I
I<・ 
fR 
・
 
llll 

I
（
や
一
ヤ
令
ぺ
障
モ
坦
脚
叫
叫
包
せ
淀
淫

1111ロ
縄

」
I
~

)
「！トヽ

I卜
‘
か
メ
茶
荼
ヤ
心
や
令
心
で
押
如
」
心
3,
で

〔
昭
棄
-<G'
〕
迦
製
拉
亜
悔
埒
心
⇒
S
や
伶
内
゜
巨
拒
さ
心
＇華
-<G'
器
輯
旦
恨
似
と
心
菜
ヤ
3
心
全
心
や
母
心
゜
刈
.:;9←
e
ヂ
’
獣
-
<
別
さ
＋
中
は
1
菰
ー

ヤ
＇
索
lllla
は
→
心
痣
再
翌
逃
豆
や
菜
皿
辻
宦
浬
や
ぐ
亡
菜
豆
⇔
心
玉
＇
幸
-
<
G'
悩
睾
は
出
也
ぬ
菜
ヤ
也
ふ
心
さ
こ
心
写
奎
⇒
心
全
心
や
母
心
゜

-{;!>..q'
担
卦
く
要
巡
S
榔
辻
は
逗
ヤ
心
⇒
S
や
豆
埒
心
茶
'
%
e
坦
択
や
伶
心
゜

U
E
 22, 
4: 
Incerta persona heres institui n

o
n
 potest. veJut hoc m

o
d
o
:
 Q
V
I
S
Q
V
I
S
 P
R
I
M
V
S
 A
D
 F
V
N
V
S
 M
E
V
M
 V
E
N
E
R
I
T
,
 H
E
R
E
S
 

E
S
T
O
.
 quoni 
u
o
n
i
a
m
 c
e
r
t
u
m
 consilium debet esse testant

is. 

［
誤
溢
］
心
ミ
凶゚
ド
ー
区
k
「栄
塩
J
I
 11 
I•
自
←
浬
製
-
<
竺
茫
葉
-
<
は
把
｛
赳
ぬ
菜
,-01
J
心
全
や
叩
⇔
2゚
蕊
叱
ざ
「
廷
S
喘
拳
旦
啜
忌
旦
咲
心
如
拉

漉
や
伶
菜
’
品
S
茫
薬
<
心
ぐ
心
て
⇒
」
心
.
:
;
ゃ
知
で
⇔
択
紺
ゃ
〔
茫
薬
-<!1
把
捉
ぬ
菜
心
リ
匁
竺
ゃ
抽
0>.::.
〕°
写
溢
心
心
9
固ヨ
卿
神
e
憮
狙
即
出
翌
側
忌
や
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ふ
た
菜
さ
心
心
心
2
全
心
や
母
心
゜

I卜
~
K
.
L
t
i
 P. 
K
r
u
g
e
r
 (ed
.),
 
Ulpiani liber singularis regularum, Pauli libri q

u
inqu
e
 sententiarum, F

r
a
g
m
e
n
t
a
 minora, saecu

lorum p
 

Chr. n. 
se
cundi et tertii 

[
 
=
 P.
 
K
r
u
g
e
r
/
T
h
.
 M
o
m
m
s
e
n/W
.
 S
t
u
d
e
m
u
n
d
 (ed.), C
o
llec
tio
 librorum iuris an

teiu
stiniani in u

s
u
m
 sc
holaru
m
,
 

tom. 2], 
Berolini 1878 cl

疇
゜

澤
）
G
ai.Ins
t. 
2,287: I
t
e
m
 olim incertae personae uel p

os
t
u
m
o
 ali
en
o
 p
er fideicommissum relinqui p

o
terat. q
u
am
u
i
s
 ne
q
u
e
 heres institm 

n
e
q
u
e
 
legari 
ei 
pos
set
;
 sed 
senatusconsulto, 

q
u
o
d
 
auctore 
diuo 
Hadriano 

factum 
est, 
i
d
e
m
 
in
 fideicommissis 

q
u
o
d
 
in 
lega
tis 

hereditatibu
sque constitutum est. 

（~
)
廿
喧
碑

「ロ
ー
ド
坦

..lJゃ
S
ギ
釘

（呻
羞

:B~:;!;:l'
I
兵
出
＜
母
）
1(I
-
I
 1
1
 I~

'
匡

「
ロ
ー
や
｛
恙
悩
S
巫
囲
茎
翌
迎
」
｛
燕
楽
製
宕
屯
)
;
;
I
 (I
兵

<
o
）
兵
や
-
I
II
ば
賦
＇
座
田
巡
梱
「担
ロ
ー
い
坦
は
共
芯
1-Q
familia 
C
-
<
孟
要
匡
ユ
〇
；
ャ
ー
ー
「｛酎
叫
縄
〈
e
料
唄
e
心
稔
C
l
揺
縛
」
砒
淀
田

坦
袖
」
＜
1
澤
哩
蔦
(I
兵
く
ゃ
-l!l-)
I
 I
 1
-
I
I
I
H
く
冨
~
\
鹿

゜
叫
心
＇
癒
唸
唇
S
廿
令

..lJ-i:::61-Q
D
.
 
50, 
16, 
195, 
1-4 
(U
l
p
 46 ad ed.) 

cl 0
 :;や
'
T
h

M
a
y
e
r
-
M
a
l
y, 
Famlia, 
in: 
H.-G. 
K
n
o
t
h
e/]. 
Kohler 
(Hrsg.
), 
Status 
familiae: 

Festschrift 
fur 
A
n
d
r
e
a
s
 W
a
c
k
e
 zu
m
 65. 
Geburts
tag, 

M
u
n
c
h
e
n
 2001. S. 
261-265; H. H. Sei

ler, 
Familia u

n
d
 Famlienrecht. e

b
d
a
.
 
S. 
437
-4491K¥¥
淫
゜

慨
;
'
.
,
.
!
'
ロ
ー
臼
燕
楽
糾
や
8
据
纏
S
痣
菜
ざ
忠
濫
菰
水
＝
怜
写
翠
1噸
作
誕
担
起
出
忘
娯
ぺ
ロ
（
嵌
條
塁
炉
丑
堵
婿
I
兵
兵
や
母
）
I
<
目
-
I

＜
兵
賦
〔
睾
釜
笠
濫
〕
ユ
吋
0
ヤ
呈
1-(.l
I)..lJ
全
や
枷
心
゜
I尉
皿
溢
臣
旦
兵
2
ヤ
’
ド
ト
ff/::--f'--.
familia
全
:,_--'I
K
 d
o
m
u
s..lJ
料
渇
ロ
ー
ド
＃
疇
坤
噂

誕
芯
誌
C
l
0
や
母
0
ヤ
＇
匡
牌
S
奎
＜
r沌
嘔
＇
笞
料
営
芸
幽
出
忌
月
皿
甑
＇
恙
甘
翡
杞
3
覇
喘
全
侭
0
心
..lJ
把
華
和
菜
ヤ
;
心
)..lJ
竺
国
＜
器
迷
:
;
(R. 
P. 

Saller, Familia, D
o
m
 us, a
n
d
 the R
o
m
a
n
 Conception of the Family, Phoenix, vol. 38 (19

84) pp. 336-355'
酸
田
営
「
ロ
ー
臼
四
駅
訊
酎
怪
溢
鞘

..lJ
や
S
柊
氾
幾
」
「-
<
出
S
函
以
叫
兵
O;!lf!J
(I
兵
召
＜
-l!l-)
I
-
<
賦
＇
匝
「
ロ
ー
ト
把
叱
回
」
間
忌
烈
＝
胆
墓
菰
米
醍
化
=
ヽ
，
入
ト
..lJ
ロ
ー
ピ
l
（巨
丑

枷
羹
l
兵
<
<
母
）
団
11
1
-
や
ギ
賦
＇
睾
逢
笠
蕃
「
忙
ど
ロ
ー
ト
S
粟
楽
嵌
回
―
-
f
a
m
ilia..lJdomu

s
如
廿
令
は
」
回
泄
担
呈
護
肘
芸
捩
臣
〇
鞠
(I
兵

兵
11
母
）
1<
＜
ー
や
や
嵐
）
゜

（
葵
）
底
田
劉
廿
□
「
ロ
ー
忙
也
」
（
憚
梨
翌
1
兵
ば
用
母
）
11
<
は
賦
゜
⇔
埒
adgnatio..lJcognatio

'..l
0
 :;
ヤ
ti'
匝
綱

I
<
臣
属
~
\
臣

;o

（食）
D.
31. 32, 
6
 (Modest. 9

 regularum
):
 
In
 fideicommisso q

u
o
d
 familiae relinquitur hi 

ad petitionem eius a
d
m
itti 
possun
t. 
qui nominati 

sunt, 
aut post o

m
n
e
s
 eos exstinctos qui ex n

o
m
i
n
e
 defuncti fuerint eo tempore, q

u
o
 testator moreretur, et qui e

x
 his 
primo gradu 

procreati sin
t,
 
nisi 
speciali
ter d
efunc
tu
s
 ad ulteriores uo

lunta
te
m
 s
u
a
m
 extenderit 

(~
) 
Kaser, R
P
R
.
 1. 
S. 
759; Kaser, R

P
R
.
 2, 
S. 
554; B. 
Biondi, Successione testamentaria e

 donaz
ioni, 
ed. 
2, 
M
ilano
 1955, pp.
11
8-
119; G
 

Grosso, I
 legati
 nel diritto romano: Parte generale, Torino 1962

,
 
pp. 207 
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（;:;
)
 Ka
s
e
r, 
R
P
R
.
 1, 
S. 
760; Kaser, R

P
R
.
 2, 
S. 
554; Biondi, a.a.O. 

(Fn. 30), pp.118-119; Grosso, a.a.O. 
(F
n. 
30
), 
p
p
.
 
207 

D
.
 
36, 2, 
27 pr. 
(Scaev. 3

 resp.)
:
 
Fili u
m
 familias ex parte pure instituit h

ere
d
e
m
 eique fi
d
eico
m
m
iss
u
m
 de
di
t
 et e
o
d
e
m
 test
a
m
e
n
to it
a
 

cauit:'quod ego L
u
ci
 
u
m
 Ti ti u
m
 h
e
r
e
d
e
m
 instit
ui,
 
it
a
 eu
m
 adir
e
 her
ed
ita
te
m
 u
olo. 
si
 
is 
patria potestate lib

era
tus fuer
it': 
quaesit
u
m
 est
,
 

a
n
 a
 coheredibu

s
 eius adita hereditate legati filio fami

lias d
ati
 
dies cesserit. respondit. si 

pure sit d
atu
m
,
 
a
 coherede filii 

pro hered
itari
a
 

parte fideicommis
su
m
 p
et
i
 posse. 

［
揺
峯
］
祉
痣
縣
嬬
11
1-1(
・
I
 I
 ・
 I
 Iや
・
性
(K
R
H
心
+
-
II'¥
「眺迄
4噂
j

Ill~
) 
〔栞
111叫
m
全
〕
｛
燕
要
如
1
話
は
0
3
ヤ
里
渇
誌
ヒ
や
昭
素
-
<
は
翌
｛
臥
ぷ

リ
S
抽
S
心
袋
旦
鯉
＃
常
奎
心
叶
ぺ
＇
匡
逗
;!/
1111昨
虞
S
丑
9で
出
麟
心
「゚
廷
さ
全
一
什
↑
メ
・
1ト
ヤ
1ト
ヽ
か
ぺ
如
茫
詣
-
<
は
把
製
⇒
足
゜
中
菜
語
は
'

函
ゴ
リ
S
如
茶
玖
避
令
心
淀
楽
め
菜
足
卜
）
心
如
叔
辻
心
⇒
や
＇
挙
全
王
薬
如
涎
歴
糾
噸
知
渥
ヤ
心
」＇心
゜
臣
睾
心
ぬ
菜
心
S
竺’
恙
〔
＝
｛恙
愛
〕
S
井く

匡
安
詣
-
<
全
王
誕
如
翠
年
ぶ
四
叩
'.l
'
{怜
並
S
心
◎
は
ヰ
ペ
心
菜
心
〔
草
孟
〕
虞
只
凜
葉
紫
赳
工
豆
索
咲
_
_
)
ヤ
3
心
全
勾
'
"
全
’
や
埒
心
゜
〔
寒
均
謬

全
〕
単
速
志
二
や
珀
ぺ
ふ
ぷ
ト
ニ
心
や
ぶ
t
'
＃
く
匝
茫
蒻
虐
<
<
し
i__)'

母
蒻
さ
し
セ

2::..Jヤ
辿
甘
詳
翌
翌
苓
苺
令
←
や
ぷ
べ
‘
~
'
J
J
〔
ぺ
未
噂
モ
+
-
II'¥
豆
〕
葉
数
n
_
_
)よ
゜

（斜）
Gai.
Inst. 
2, 
277: Item q

u
a
m
u
i
s
 n
o
n
 possim
us
 pos
t
 morte
m
 eiu
s. 
qui nobis heres extiterit. alium in 

l
o
c
u
m
 eius h
e
r
e
d
e
m
 institu
ere. 

tam
e
n
 p
o
s
s
u
m
 us e
u
m
 rogare, ut c

u
m
 morietur, alii 

e
a
m
 hereditatem to

t
a
m
 ue
l
 
ex parte re

stituat. et
 quia pos
t
 mo
r
t
e
m
 q
u
o
q
u
e
 h
e
re
di
s
 

fideicommissum dari p
o
test, 
i
d
e
m
 efficere p

o
s
s
u
m
u
s
 et si
 ita
 scr
ipse
rimus C
V
M
 T
I
T
I
V
S
 H
E
R
E
S
 M
E
V
S
 M
O
R
T
V
V
S
 E
R
I
T
.
 
V
O
L
O
 

H
E
R
E
D
I
T
 A
 T
E
M
 M
E
A
M
 A
D
 P.
 
M
E
V
I
V
M
 P
E
R
T
IN
E
R
E
.
 
utr
oq
u
e
 au
t
e
m
 modo, t
a
m
 hoc q
u
a
m
 illo
.
 
Titius h
e
r
e
d
e
m
 s
u
u
m
 obligatum 

relinquit d
e
 fideicommisso restituen

d
o. 

（笞
）
尽
心
ざ
惹
l|IIO神
＜
条
m
如
昭
葉
-
<
ユ
把
製
ヤ
心
勾
4
令
は
'
Q
如
定
捩
昭
葉
-
<
は
把
｛
臥
⇒
心
ト
ー
ペ
如
料
此
菜
さ
ヨ
ご
°
Q
竺
'
m
茶
（尽
化
豆
'
<

e
起
U
淀
旦
起
U
ヤ
心
さ
勾
e
囲
モ
や
）
茫
屯
柊
-
<
心
心
心
⇔
＄
iい
J
如
緑
辻
心
_
_
)
や
昭
葉
-
<
は
迦
｛
距
和
菜
父
神
や
全
心
゜
や
菜
謎
m
茶
l
[I]凜
睾
-
<
心
⇔

り
如
配
□
は
ざ
文
知
ぃ
ゃ
e
巡
国
心
ユ
m
全
起
辺
_
_
)
心
心
_
_
)
や
全
＇
咲
怪
忌
津
架
声
昏
翌
巴
｛
赳
（
heredis
substitu
tio pupillaris) 

-K"
勾
器
栄
S
ふ
ー
ベ

如
e
年
抽
'
Q
全
m
e
昭
渥
-
<
ュ
心
心

J心
さ
さ
こ
（
＜
s
王
薬

-<'._L.i'.j,心
⇔
二
e
四
合
，
戸
叫
ユ
⇔
⇔
二
）

゜
巫
田
芸
翠
出
（
~
)
Il
l回
1
-
1
1
1回
I
I迦
<
°

（茎）
substitutio

fideicommis
sar
ia
四
士
卦
宝
心
庄
晦
や
拉
-K"
:; 
(
K
unkel/Honsell. S. 

499)゚
や
S
心
◎
各
や
回
や
fi
deicommissary

substitu-

tion
（中求）＇
fideikommi

ssari
sche
Substitution

（語）＇
substitution

fidecommissaire
（
~
)
心
全
営
臼
兵
心

゜
栞
濫
思
心
_
_
)
ャ
「
起
孟
忌
定
保
把

製
」
（酌
事
忌
翠
出
（
OO)
毎
1且
将
返
坦
祉
臣
Il
l剥
II
nに
4<4
＜
兵
属）
＇
「
墜
澁
淫
室
廿
S
要
捩
」
（
ド
°'-l:°¥K
.
-R
―
牛
―
〔芯柊
田
栄
摺
単
〕
「
ロ
ー
ド
品
坦

駆
叫
（忌
択
＃
＇
I
兵
ギ
兵
l!l-
)
-1(0
111
賦
）
ふ
勾
全
埒
心
゜
怜
語
や
豆
11'¥I卜
，ヽ
醤
且
や
船
揺
_
_
)
足
゜

（忠
）
や
一
‘
↑
k
「坦
支
臼
睾
郎
」
S
認
に
至
S
廿
旦
ざ
Gai.
In
st. 
2. 
269 -,;, 
substitutio fideicommiss

ari
a
 C
惑
薬
心

.(:j,s:-,ぐ
~
I
ト

-l:°\K..L如
睾
縣
ヤ
心

ゃ
e
茶
母
心
(zB
F. Kni
ep, Gai Institutionum

,
 
C
o
m
m
e
n
ta
riu
s
 Secundus. 

§§ 
97-289 (T

e
stam
entarisches Erbrecht

), 
T
ext mit Vorwort. 
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E
r
kla
r
u
n
g
 
u
n
d
 
A
n
h
a
n
g
e
n
,
 
Jena 
1913, 
S. 
77-78; 
M
.
 
D
a
v
i
d
 
(ed.), 
Gai 
Institutiones 

s
e
c
u
n
d
u
m
 
codicis 
Veronensis, 

a
p
o
g
r
a
p
h
u
m
 

s
t
u
d
e
m
u
n
d
i
a
n
u
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 et 
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A
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g
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＋
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⇒
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＇
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＇
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⇒
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翌
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萎
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⇔
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叫
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＇
ぬ
祖
わ
況
心
甑
吾
S
芸
絲
心
ぬ
菜
レ
抽
心
゜
や
一
ヤ
↑
k

国
地
翠
郎
』
竺
図
ヰ
忌
四
浜
母
苔
翌
如
器
｛
起
苫
泄
等
孟
要
塞
→
ミ
ゃ
嵌
は
岩
宦
⇒
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⇔
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R
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O
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＇
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令
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⇒
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＇
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翠
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＝
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familia
 relinquer
etur. 
si
 
n
o
n
 paruerit 

’
◎
 

◎
 

h
eres uoluntati,
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u
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o
m
n
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m
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e
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i
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u
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.
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e
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u
n
ia, 
tom. 7,
 
Lute
tiae Pari
sior
u
m
 1658 
(repr
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 iuris civilis Iustinianei, T

o
m
.
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 pignor
is
 hy
po
thecaeu
e
 no
m
ine tran
st
uli
t:
 quaesitum est, 
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itarios 
cre
di
tores, 
di
strax
iss
et, 
an emptores, qui 

fide
i
c
o
m
m
i
s
s
u
m
 *
 ignorauerunt, b
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S. 
485r 
(s
.v
.
 Quasi
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0
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u
d
u
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p
r
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e
c
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t
u
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世
（命
）
齢
鹿
）
や
竺
'
3
ヤ
菜
や
墜
栗
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S
製
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迎
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＇
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祖
ふ
如
叫
旦
パ
パ
迂
環
忌
や
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ぷ
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全
心
や
母
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゜
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索
）
u
e
r
u
m
投
掘
I,
く
国
疇
C
S
e
d
匁
墜
聡
如
ii坦
炉
噸
宦
迫
室
学
（湮
全
ユ
ー
⇒
会___)
)
は
伶
心
匁
淀
ヤ
心
゜
姦
索
溢
団
,!wl
llll
ll
I
萬
（
es
treffe 
z
u
,
 

d
a
B
 d
e
r
 S
o
h
n
 [...]. 
A
b
e
r
[...
］
）
豆
'
v
e
r
um
塁
酎
恰
殴
展
マ
勾
ミ
ヤ
柚
ヤ
幻
9
吋
9～
は
田
狂
迂
む
Q
°

(~
) 
M
.
 Ka
s
e
r/
K. Hackl, D

a
s
 r
o
m
i
s
c
h
e
 Ziv
ilprozeB
recht, Aufl. 2,

 Mi
i
n
c
h
e
n
 1996
.
 
S. 
4
5
2
-4
5
3
 

（&3
)
 Jo
h
n
s
t
o
n
 (19
8
5
)
 p. 
272. 

(OO
）
ト
全
廿
ト
ー
区
メ
「坦
糾
翠
郎
」
竺
＇
忌
甜
肘
畑
巨
亡
e
禁
忘
喘
炉
肇
ぬ
菜
ヤ
.,4s::--
(L. W
e
n
g
e
r
,
 D
i
e
 Quellen d
e
s
 romisc
h
e
n
 R
e
c
h
ts. 
W
i
e
n
 1953, S. 

4
9
4
 
(a
u
c
h
 Fn. 4
4
)
）
や
S
撼
<
痢
ゴ
鯉
孟
栞
室
渥
如
詞
邸
皿
皿
函
幻
ゃ
埒
o
文
心
華
奉
和
#
ゃ
＄
心
化
m
乱
狂
.
0. 
(Fn. 68), 

1,
叩

663-666)゚
や
一
ヤ
↑
メ
「坦
牲
寧
郎
j
'.l
坦
llll口
は
サ
姐
恩
要
芯
l廷
玲
｛
恙
誕
等
均
謬
鍔
違
和
も
さ
こ
！
）
心
t
i
'
I
)
菜
心
全
荊
堂
豆
啜
海
S
走
忠
造
や
伶
り
人

I
 J心
如
憮
造
玉
碍
后
器
起
全
埒
心
゜
{::!>.,4
'
D
.
30, 
114, 16
や
さ
ド
ミ
ト
へ
全
K
S
訳
淀
〈
S
IIIl認
嚢
全
s
'
ド
全
廿
ト
ー
区
ぺ
全
【5
)
如
念
嘩
は
嵯
縄

⇒
ャ
2
心
に
器
起
如
華
華
和
-:¥eJ,-0
(
V
 gL Lene!, a.a

.O. 
(
F
n
 68), 
1, 
p
.
 
616) 

0
 

• 

啜
）
は
十
胆
営
咄
十
「
支
侶
器
縣
埠
C
c
a
u
s
a
 C
圧
坦
は
翌
ヤ
啜
噸
皿

」
出
溢
吉
苛
＜

i<
網

Irr\!'(I~
兵
兵
母
）
や
＜
巨
ー
ギ

4<l
l寓
~
\
淫
゜

H
e
u
m
a
n
n
/

S
e
c
k
e
l, 
a.a.O. 
(Fn. 2
0
),
 
S. 
5
9
-61 
(s.v. C
a
u
s
a
)
竺
兵
圏
[Ij]'Brissonius

,a.a.O. 
(Fn. 2
0
),
 
pp. 170
-
172 (s.v. C

A
 VS
S
A
)
竺
1111
圏
[Ij]S
伽
潜
砂
や

菜
年
菜
翠
亡
心
゜

（葵
）
【2
】
e
翌
送
S
坦
似
如
咄
葉
叫
歴
楚
祖
い
丑
e
製
◎
如
ぼ
灼
9
全
S
心
べ
ヤ
丑
3
心
田
i
兵
菜
内
゜

D. 31, 88, 15 (Scaev. 3
 resp.
):
 
Instituto filio h

e
r
e
d
e
 et e
x
 e
o
 nepotibus e

m
a
n
c
i
p
a
tis
 testator it

a
 ca
u
it:
'Pou
入o
μ
m
碗
泣
s
Eμas oiKias μT] 

7[ 

(J)
枯
tooal
u7[b
両
V
K
研
pov6μ(J)V

μ01) 
μ
n
8
e
 8avci[cooal k

m
'
a
加
＆
V,
Cl
入
紐
μ
EVElV
a
u
泣
g
dkcpaiag au90ig kai 1)iots 

kai t
町
6votg
cig,ov a7[av9a 

xpovov. 
Ef.tv 
8t. 
n
s
 Pou
入n
O
n
a
切
W
V
7[(J)
研
Gal
tb μtpog au906 i

 8avciGaooal k
m
'
a
加
ou,
姥
01)()"iav
奴
¢9(J)
7[(J)研
Gal
9
0
 6
町
心
n
p
o
v
6
μ
Q
au90O Ka 

i
 8avci[cooal 7[ap'ab906. 

¢av 8¢ 
9l5 
7[apa,aOta 7[Onion

,
 t()"
てa
t
,
6

XPTJµU"Ct½
6µ£vov 
lixpricrwv Kai liKupov". quaeritur, c

u
m
 filius 
defuncti 

m
u
t
u
a
m
 p
e
c
u
n
i
a
m
 a
 Flauia Dionysia acce

perit et locatis a
e
d
ibu
s
 pr
o
 parte s
u
a
 pensiones sibi debitas creditrici delegauerit, a

n
 condicio 

testamenti exstitisse uideatur, ut filiis 
suis fideicommissi n

o
m
i
n
e
 teneatur. respondi s

e
c
u
n
d
u
m
 ea q
u
a
e
 p
r
o
p
o
n
e
r
e
n
t
u
r
 n
o
n
 exstitisse. 

• P. 
K
r
u
g
e
r
/
T
h
.
 M
o
m
m
s
e
n
/R. Schoell/G. Kroll (e

d
.), 
C
o
r
p
u
s
 iuris civilis 

(e
ditio stereotypa), vol. 

1
 (Inst
itutiones et Diges

ta), ed. 15, 

B
e
r
olini 

1928
旦
丑

,-011°'1卜
入
岡
罪
印
主
送
S
叫
共
=
や

-1€,-0°
id 
est: 
Volo aute

m
 d
o
m
u
s
 m
e
a
s
 n
e
e
 v
e
n
u
m
d
a
r
i
 ab
 h
e
r
e
d
ibu
s
 me
i
s
 n
e
q
u
e
 

h
y
p
o
th
e
c
a
e
 dari s
e
d
 integras m

a
n
e
r
e
 ipsis et filiis 

et nepotibus in 
s
e
m
p
iternum. q

u
o
d
 si 
quis e
o
r
u
m
 p
a
r
t
e
m
 s
u
am
 v
e
n
d
e
r
e
 volet v
e
l
 

h
y
p
o
thec
ae d
are. lic
eat e
i
 
v
e
n
d
e
r
e
 earn v
e
l
 hy
p
o
t
h
e
c
a
e
 dare coheredi suo. si

 
quis contra fecerit, q

u
o
d
 a
c
t
u
m
 est inutile 

esto et irr
itum. 

［
揺
峯
］
叫
痣
裾
諜
1111
・<
<
・
 I団
(K
R
H
心
1':lf'-
「
淀
碑
緊
」
lll,!wl)
類
llll□押
茶
＇
癖
出
如
昭
薬
-
<
ユ
迦
製
_
_
_
)
'
等
全
ふ
丑
心
薬
心
心
如
｛
燕
忍

避
涙
経
⇒
ヤ
'
%
e
丑

9で
は
製
s
ど
゜
「
祁
心
＇
函
竺
’
品
e
苗
｛
糾
茶
函
S
昭
棄
<
ど
心
全
心
軋
者
団
和
菜

~'\!¢1
荊
匁
⇒
や
企
ヰ
ペ
心
菜
~
'
や
e
慨
慨
e
妥
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e
各
姿
翠
旦
並
庄
足
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芯
ヨ
も
薬
心
心
は
華
淀
和
菜
心
）
刈
如
添
ヤ
r-0

0
__)令__)

⇒
_
_
)
掛
心
e
9
で
心
e
母
心
抑
茶
皿
心
S
詑
く
い
瑾
中
苫
怜
足
竺
華
荊
匁
—
)

ヤ
ヰ
ペ
心
）
心
心
荼
ヤ
心
心
叩
竺
＇
恙
心
S
#
＜
匡
茫
奉
<
旦
恥
約
9
リ
匁
条
芦
ぬ
菜
炉
母
心
抑
全
末
回
ャ
心
因
如
_
_
)
丈
心
的
立
’
や
S
に
掟
豆
単
宝
ゃ
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糊
罰
⇒
ぐ

S
全
S
や

-%'r-0''<__)」°
起
押
S
画
出
~
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か
ヤ
ト
・
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ヤ
＊
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入
卜
令
ふ
担
字
領
如
礼
咄
芦
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'
{
I
l
]心
e
戦
中
は
0
3
ヤ
蛾
器
如
諷

把
_
_
)
や
'
{
I
l
]＜m
s
心
袋
旦
皿
ば
迂
砂
3
心
望
宰
如
迄
迭
如
S
心
◎
ユ
〔
枢
益
ぐ
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把
区
_
_
)
ド
2
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翁
ぐ
ロ
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瑶
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沢
祐
辻
全
至
森
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_
)
ド
3
心
全
S
勾
ぺ

心
菜
’
担
e
要
+
心
心
は
某
_
_
)
'
鯉
孟
要
塞
如
囲
缶
旦
藩
恕
”0
た
ふ
菜
心
S
全
勾
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全
茶
臣
兵
菜
父
゜
延
豆
＇
喫
丑
和
菜
心
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茫
は
サ
菜
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!
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'
器
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⇒
ャ
s
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全
0
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墜
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゜

（苫）
［~]

丑
D.
32, 
93 pr. 
(Scaev
.
 
3
 resp
.)
心
歯
李
ヤ
心
S
や
＇
匡
走
択
如
咤
亡
心
（
昭
峨
廻
造
如
招
r+
や
齢
国
_
_
)
文
）゚

D
.
 
32,38,4 (Sc

aev. 19 di
g.)
:
 
Iuliu
s
 Ag
r
i
p
p
a
 prirnipilaris

 testame
n
to suo cau

it,
 
~
 

aut do
m
u
m
 rnaior
ern 
h
eres eius pign

eraret aut ullo 
rnodo alien

ar
et: 
fili
a
 ei
us h
eres scrip

ta 
h
ered
e
m
 re
liqu
it
 filia
m
 su
a
m
 n
epte
rn 

prirnipilaris, 
quae eas
d
e
m
 res diu pos

sed
it 
et 
dece
d
ens extraneos instituit hered

es. 
qua
es
itu
m
 est, 
an ea pr
aed
ia 
extraneus h

eres 

h
a
b
eret 
an u
ero 
ad Iu
lia
m
 D
o
m
n
arn
,
 quae habuit p

a
t
r
u
u
m
 m
aiore
m
 lulium A
g
r
i
p
p
a
m
,
 per
tin
erent.
 respond
i,
 cu
m
 hoc 
n
u
d
u
m
 

pra
ece
p
t
u
m
 est, 
nihil proponi contra uolunt

at
e
m
 defuncti factum

,
 
quo m
in
us ad h
ere
de
s
 pe
rtin
ere
n
t. 

D. 32
,
 
93 pr. 
(Scae
v. 
3
 resp.): Lucius Tit

ius testamento suo cauit, 
n
e
 ullo 
m
o
d
o
 praedium suburb

a
n
u
m
 aut d
o
m
u
m
 her
es ali
en
are
t
 

filia
 eius her
es scripta h

e
r
e
d
e
m
 re
li
quit filia
m
 suam, qu
ae e
a
s
d
e
m
 re
s
 diu po
ssed
it 
et de
ced
ens extr
aneo
s
 her
ed
es institu
it:
 
quaes
itum 

es
t, 
an pr
aedia p
ertineren
t
 ad
 Iu
liam
,
 qu
ae Luciurn Titi

u
m
 testatorem p

a
t
r
u
u
m
 m
aiore
m
 habui
t. 
respond
it
 nihil
 proponi co

ntra 

uolun
tat
e
m
 defuncti factum, quo minus ad her

ede
m
 perti
n
erent
,
 
c
u
m
 hoc n
u
d
u
m
 praeceptum est. 

担
涯
坦
択
S
竪
逃
さ
＇
坦
択
坦
涎
S
索
脳
＆
K
R
H
心
+
:
l!"E;'
榔
蜘
S
起
恕
坤
は
翌
兵
,
;
;
-
'
癒
縄
S
眸
諮
茶
-%'r-0
°
V
g
l. 
R. S
a
m
t
e
r,
 
D
a
s
 V
e
r
h
a
ltn
is 

zwi
schen Scaevolas Digesten u

n
d
 Responsen, Z

R
G
,
 
R
A
,
 27
 (1906) 
S. 
15
1-2
10; F
.
 
S
chu
lz, 
Uberl
ieferungsgeschichte der R

e
s
p
onsa des 

C
e
rv
id
ius 
Scaevo
la, 
in: 
S
y
m
b
olae 
F
riburge
n
ses 
in 
ho
n
o
r
e
m
 
Ottoni
s
 L
ene
!, 
L
eipz
ig 
1935, 
S. 
143
-244; 
P. 
Frezza,
 Responsa 

e
 

Quaestiones: S
tudi
o
 e
 poli
tica del d
iritto
 da
gli 
A
n
t
o
n
ini 
ai
 Severi
,
 
S
D
H
I
 43 
(19
77
)
 pp. 203
-262
;
 
M
.
 T
a
l
a
m
a
n
c
a
,
 
I
 clie
nt
i
 di
 Q.
 
Cervidio 

Scevola, 
B
I
D
R
 10
3-
104
 (2000-200

1),
 
pp. 483-70

1
 

（葵）
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s
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淀
萎
は
竺
叶
S
茶
全
心
゜
祖
翌
嫡
m
o
n
u
m
e
n
t
u
m
心
眺
ヤ
心
S
茶
押
兵
や
伶
心
゜
聴
号
出
萎
（
Stud
io
et 
ope
ra
 Ioann
is
 Fe
h1, 

Corpus iur
is 
civ
ili
s
 Iustinianei

,
 
T
om. 2: 
Infor
ti
atum, L
u
g
d
uni 1627 (Nac

hdru
ck: O
snab
rii
ck 1965), col. 

106
3
)
'
~
'；入キ

K
(I. 
Cuiacius
,
 

Recitatio
n
es so
llem
nes ad tit. 

de legat. III., 
co
l. 
857, in
:
 
O
p
e
r
a
 omunia, t

o
m
.10, Lutetiae Parisiorum 1658 (reprinted ed

.
 
G
old
bach 1996)) 

式
咲
＇
感
出
ジ
侭
兵
⇔
枢
捉
押
条
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(Johnston (1988) p

p. 
97-
98
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兵
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し
て

本
法
文
を
挙
げ
る

(
B
ri
ss
o
n
i
u
s̀

a
.a
.
 
0
.
 (F
n
.
 
2
0
)
,
 p
.
 
1
1
8
7
 
(s
.
 
v
.
 RE
L
I
Q
V
IA
E
)
;
 H
e
u
m
a
n
n
¥
S
e
c
k
e
l, 
a
.
 
a
.
 
0
.
 (F
n
.
 
2
0
)
,
 S
.
 
5
0
4
 
(s
.
 
v
 

Reliq
u
ia
e
))
。
ま
た
、
学
説
梨
額
の
翻
訳
に
は
遺
産
と
解
す
る
も
の
が
多
い

（新
独
訳
五
巻

―
二
三
頁
、
旧
独
訳
五
巻

―
二
三
頁
、
仏
訳
四
巻

―
二
三
頁
）
。

古
来
の
見
解
に
立
て
ば
、

【10
】
は
譲
渡
禁
止
の
定
め
と
墓
の
密
接
な
関
係
（
V
g
l.
K
a
s
e
r
 (1
9
7
7
)
 
S
.
 
1
92ー

1
95
)

を
示
す

一
例
と
解
し
う
る

(J
o
h
n
s
to
n

(
1
9
88
)
 p
p
.
 
9
7ー

1
0
3
)
。
し
か
し
、

【10
】
の
係
争
物
件
は
地
所
p
r
a
e
di
a
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
お
よ
び、

D
.3
2
,9
3
 pr. 
(S
c
a
e
v
.
 
3
 r
e
s
p
.)
 (前
注

(84
)

参
照
）
で
は
re
liq
u
a
s
e
ius
が
脱
落
し
て
い
る
点
に
鑑
み
れ
ば
、

rel
iq
u
as
は
追
産
と
解
す
る
の
が
妥
当
で
は
な
い
か
と
思
う
。

(86
)
前
注

(18
)
参
照
。

(87
)
T
o
r
r
e
n
t
 (
1
9
7
5
)
 p
.
 
1
2
5
.
 

(88
)
例
え
ば
、
次
の
法
文
の
下
線
部
①
は
譲
渡
禁
止
文
言
、

同
②
は
出
捐
文
言
と
解
さ
れ
る
が
、

【01
】【

06
】
と
は
異
な
っ

て
、
信
託
遺
贈
受
遺
者
の
範
囲
が

譲
渡
禁
止
文
言
に
含
ま
れ
る
形
に
な
っ
て

い
る
。

D
.
 
3
2
,
 3
8
,
 2
 
(S
c
a
e
v
.
 
1
9
 d
ig
.)
:
 Fili
a
m
 su
a
m
 he
r
e
d
e
m
 sc
rip
s
e
r
at et ita
 ca
u
e
ra
t
:'e
 

u
e
r
n
a
s
 m
e
o
s
,
 qu
o
s
 h
o
c
 tes
ta
m
e
n
to
 n
o
m
i
n
a
u
i, 
perti
n
e
r
e
 u
o
lo
・
[
 

•• 
」

[試
訳
]
学
説
粟
纂
三
ニ

・
三
八・

ニ
（
ス
カ
エ
ウ
ォ
ラ

「法
学
大
全
」

一
九
巻
）

〔遺
言
者
が
〕
自
分
の
娘
を
相
続
人
と
し
て
書
き
、
次
の
よ
う
に
定
め

た
。
可
ま
た
、
建
築
物
が
私
の
名
前
か
ら
出
て
行
く
こ
と
を
禁
じ
る
が
、

②
私
が
こ
の
遺
言
で
挙
げ
た
私
の
家
内
奴
隷
た
ち
に
帰
属
す
る
こ
と
を
、
私
は
欲

ず
る
」
。
．．．．
．．
 

（
後
略
）

(89
)
V
o
c
a
b
u
la
riu
m
 Iu
rispru
d
e
nti
a
e
 R
o
m
a
n
e
,
 
T
o
m
.
 4
¥
1, 
B
e
r
o
lin
i
 
1
9
1
4
,
 p
.
 
3
0
5
 (s
.v
.
 
n
u
d
u
s
)
に
よ

h
ば、

【09
】【
10
】
（
お
よ
び

[10
】
と
砥
g
叩
5

す
ノる

D
.
 
3
2
.
 9
3
 pr. 
(S
c
a
e
v
.
 
3
 re
s
p
.)

〔前
注

(84)
参
照
〕
）
に
見
出
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。

(
9
0
)

I. 
C
u
ia
ciu
s
,
 Re
c
itat
io
n
es s
o
ll
e
m
n
es a
d
 tit. 
d
e
 leg
a
t. 
I., 
col. 
1
1
5
2
,
 in
:
 Op
e
r
a
 o
m
un
ia
,
 to
m
.
 7
,
 L
u
tetiae P
a
ri
s
io
r
u
m
 1
6
5
8
 
(repri
n
t
e
d
 e
d
 

G
o
ld
b
a
c
h
 1
9
9
6
)
.
 

(
91
)
J
o
h
n
s
t
o
n
 (
1
9
8
5
)
,
 p
.
 
2
2
9
 

(92
)
も
っ

と
も
、

【10
】
（ス
カ
エ
ウ
ォ
ラ
法
文
）

の
事
案
の
特
徴
が
、

A
の
遣
言
に
記
さ
れ
た
譲
渡

・
質
入
れ
禁
止
の
定
め
が

(
A
の
相
続
人

B
で
は
な
く
）

A
の
相
続
人
の
相
続
人

C
を
拘
束
す
る
か
ど
う
か
に
あ
る
と
考
え
る
な
ら
ば
、
本
文
で
二
番
目
に
示
し
た
見
解
が
魅
力
的
に
み
え
る
。

な
お
、
本
文
に
示
し
た
諸
見
解
の
ほ
か
、
前
注

(84)
所
掲
の
二
つ
の
ス
カ
エ
ウ
ォ
ラ
法
文
の
伝
承
の
問
題
を
踏
ま
え
て
、
c
u
m
h
o
c
 n
u
d
u
m
 

p
r
a
e
c
e
p
t
u
m
 est
は
古
典
期
後
の
テ
ク
ス
ト
筆
写
の
際
に
挿
入
さ
れ
た
注
釈
で
あ
る
と
考
え
る
有
力
な
学
説
が
あ
る

(K
a
s
e
r
(
1
9
7
7
)
 S
.
 
1
9
1
 F
n
.
 72; 

J
o
h
nsto
n
 (
1
98
5
)
 p
.
 
2
2
9
,
 2
7
9
,
2
80
 ~
'
.
\
J
)。

こ
こ
で
テ
ク
ス

ト

仁
}
承
の
問
題
に
立
ち
入
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
本
文
に
記
し
た
よ
う
に
、

n
u
d
um

p
r
a
e
c
e
p
t
u
m
の
意
味
内
容
は
多
様
で
あ
り
う
る
の
で
、
右
有
力
学
説
の
よ
う
に
解
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
か
、
今
後
の
検
討
に
委
ね
た
い
。
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(9
3
)
F
I
R
A
 
III N
r
.
 
5
0
,
 Kol. 1
,
N
9ー

lo
.（
id
est: n
e
 h
c
e
a
t
 u
e
n
d
e
r
e
 n
e
q
u
e
 h
y
p
o
t
h
e
c
a
e
 d
a
r
e
.) 

(94)
と
す
れ
ば
、
【09
】
の
勅
答
は

【10
】
を
踏
ま
え
て
起
案
さ
れ
た
も
の
の
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
の
だ
が
憶
測
と
い
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。
な
お
、

【09
】
の
勅

答
起
案
者
は
パ

ー
。ヒ
ニ
ア
ー
ヌ
ス
の
可
能
性
が
あ
る
。
勅
答
発
布
時
期
（
後

一
九
八
年
頃
ー
ニ

―
一
年
頃
）

が
パ

ー
。
ヒ
ニ
ア
ー
ヌ
ス
の
職
歴
ー
ー
嘆
願
担
当

書
記

a
lib
ellis 
(
後
一
九
四
ー
ニ

0
1
―年
）
、
近
衛
都
督
p
r
a
e
f
e
c
t
u
s
praetorio
 (
後
二

0
五
I
-
――

一
年
）
と
ほ
ぽ
重
な
る
か
ら
で
あ
る
。
嘆
願
担
当
害
記

の
任
務
は
皇
帝
の
勅
答
を
作
成
す
る
こ
と
で
あ
っ
た

(
0
.H
i
r
s
c
h
f
e
ld
`
D
i
e
 kaiserlichen V
e
r
w
a
l
tu
n
g
s
b
e
a
m
te
n
 bi
s
 au
f
 Diocletian
,
 Au
ll
.
 
2
,
 B
e
rlin 

1
9
0
5
.
S
.
3
2
9ー

3
3
2
;

L
i
e
b
s
,
 a.a
.O
.
 (F
n
.
 
6
0
)
 S
.
 11
8
;
 B
e
r
g
e
r
,
 a.a
.O
.
 (F
n
.
 
1
8
)
,
 p
.
 
3
3
8
 (s
.v
.
 
A
 lib
ellis)
,
 
p
.
 
5
7
1
 (
s

.

v
•マ
1
a
g
i
s
t
e
r

lib
e
l
l
o
r
u
m
))
。
士{{」、

近
衛
都
督
は
マ
ー
ル
ク
ス
・
ア
ウ
レ
ー
リ
ウ
ス
帝
以
後
、
皇
帝
の
代
理
人
と
し
て
裁
判
に
関
与
し
て
い
た

(K
a
s
e
r¥
H
ackl.
a
.a
.O
.
 (F
n.
 
7
9
)
,
 S.
 4
6
4
)
。
し

た
が
っ
て
、

【09
】
の
勅
答
と
パ
ー
。
ヒ
ニ
ア
ー
ヌ
ス
法
文
と
の
関
係
も
問
題
と
な
り
う
る
の
だ
が
（
ア
ン
ク
ム
〔
小
川
訳
〕
前
掲
注

(64
)
ニ
ニ
ニ
ー
ニ
ニ

三
頁
）
、
本
稿
で
は
論
じ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

(
9
5
)
c
o
n
s
u
l
e
n
t
e
s
 (co
n
s
u
le
r
e
現
在
分
詞
複
数
主
格
）
は
法
律
助
言
者
も
意
味
し
う
る
が

(
V
gl. 
V
o
c
a
b
ular
i
u
m
 Iuri
s
p
r
u
d
e
n
ti
a
e
 R
o
m
a
n
e
,
 To
m
.
 1
,
 

B
e
r
o
lin
i
 
1
9
0
3
,
 p
.
 
9
6
5
 (s
.v
.
 
c
o
n
s
ul
o))
、
こ
こ
で
は
文
脈
上
否
定
さ
れ
よ
う
。
各
国
語
訳
も
同
じ
見
解
で
あ
る
（
旧
独
訳
三
巻
二
七
六
頁
、
新
独
訳
五
巻
三

三
一
頁
、
仏
訳
四
巻
三
六
九
頁
、
英
訳
、
新
伊
訳
五
巻
―
二
三
頁
）
。

(96)
K
a
s
e
r
 (
1
9
7
7
)
,
 S
.
 1
8
9
.
 

(97
)

V

 
g
l. 
P
e
r
n
i
c
e
 (
1
8
9
2
)
,
 S
.
 6
1
 F
n
.
 
5
.
 

(98)
原
田
前
掲
注

(28)
三
九―
――1
三
九
四
頁
、

K
a
s
e
r¥
H
a
c
kl,
a
.a
.O
.
 (F
n
.
 
7
9
)
,
 S.
 3
8
8ー

4
0
1
;
K
a
s
e
r
¥
K
n
u
t
e
!. 
a
.a
.O
.
 (F
n
.
 
1)
,
 
S
.
 4
5
7ー

4
5
8
(

§

 

8
5
.
 6ー

8
)
.

(99)
新
独
訳
五
巻
三
三
一
頁
。

(100
)
K
a
s
e
r¥
H
ackl
,
 a.a
.O
.
 (F
n
.
 
7
9
)

S`
.
 4
0
3
 u. 
n
.
 
2
1

な
お
、
国
庫
fisc
u
s
は
最
優
先
で
満
足
を
受
け
る

(K
a
s
e
r¥
H
ackl.
a
.a
.O
.
 (F
n
.
 
7
9
)
,
 S
.
 4
0
2
)

。

(IOl)
旧
独
訳
三
巻
二
七
八
頁
注

―一

五
、
新
独
訳
五
巻
三
三
一
頁
お
よ
び
仏
訳
四
巻
三
六
九
頁
。

(1
0
2
)
D
.
 
3
1, 
6
9
,
 1
 
(P
a
p
.
 
1
9
 
quaest.
)
:
 Pr
a
e
d
i
u
m
,
 qu
o
d
 n
o
m
i
n
e
 familiae relinquitur
,
 si
 no
n
 uol
u
ntaria fac
ta
 sit
 alienatio
,
 se
d
 b
o
n
a
 h
e
r
e
d
i
s
 

u
e
n
eant, t
a
m
d
i
u
 em
p
t
o
r
 retin
e
r
e
 d
e
b
e
t
,
 
q
u
a
m
d
i
u
 d
e
b
i
t
o
r
 h
a
b
e
r
e
t
 b
o
n
i
s
 no
n
 ue
n
d
i
t
is
,
 
p
ost m
o
r
t
e
m
 eius n
o
n
 h
a
b
it
u
r
u
s
 q
u
o
d
 e
x
t
e
r
 h
e
r
e
s
 

p
r
a
e
s
t
a
r
e
 c
o
g
e
r
e
t
u
r
.
 

[試
訳
]
学
説
薬
梨
三
一
・
六
九

・
一
（
パ
ー
。
ヒ

ニ
ア
ー
ヌ
ス
「
質
疑
録
j

―
九
巻
）
地
所
が
《
家
族
》
の
名
前
に
よ
っ
て
遺
さ
れ
て
い
る
。

〔
そ
の
地
所

の
〕
譲
渡
が
任
意
に
な
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
相
続
人
の
総
財
産
売
却
が
行
わ
れ
た
場
合
に
は
、
総
財
産
売
却
が
な
さ
れ
な
か

っ
た
な
ら
ば
、
債
務
者

〔
II

相
続
人
〕
が

〔そ
の
地
所
を
〕
保
持
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
限
り
に
お
い
て
、
〔
総
財
産
〕
買
受
人
は
〔
そ
の
地
所
を
〕
留
置
す
る
べ
き
で
あ
る
が
、
彼

〔II
買
受
人
〕
の
死
後
に
お
い

て
は
、

〔
そ
の
地
所
を〕

保
持
す
る
べ
き
で
は
な
い
。
何
故
な
ら
、
家
外
相
続
人
で
あ
れ
ば
〔
そ
の
地
所
を
〕
引
き
渡
す
こ
と
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を
強
制
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

(
1
0
3
)
J
o
h
n
s
t
o
n
 
(
1
9
8
5
)
,
 p. 2
7
6
.
 

(
1
0
4
)
N
B
.
 B
u
c
k
l
a
n
d
,
 a.a.O. 
(
F
n
.
 7
1
)
,
 p. 3
6
3
;
 I
m
p
a
l
l
o
m
e
m
 
(
1
9
6
7
)
 
p. 8
7
;
 T
o
r
r
e
n
t
 (
1
9
7
5
)
 
p. 
1
3
1
 

(105)
法
律
行
為
に
よ
る
譲
渡
禁
止
は
原
則
と
し
て
譲
渡
の
無
効
を
招
来
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
こ
の
こ
と
は

【09
】
の
勅
答
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
明
確
化
さ

れ
た
も
の
と
す
る
ミ
ッ
タ
イ
ス
の
見
解
は
、
こ
の
意
味
で
説
得
力
を
も
つ
よ
う
に
思
わ
れ
る

(L.
M
i
t
t
e
i
s
,
 R
6
m
i
s
c
h
e
s
 P
r
i
v
a
t
r
e
c
h
t
 b
i
s
 a
u
f
 d
i
e
 Z
e
i
t
 

D
i
o
k
l
e
t
i
a
n
s
,
 B
d
.
l
,
 L
e
i
p
z
i
g
 1
9
0
8
,
 S. 
2
5
4
,
 4
1
5
;
 K
a
s
e
r
 (
1
9
7
7
)
 
S. 
1
8
7
)
。
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